
日
本
中
國
學
會
報　
第
六
十
九
集
拔
刷

二
〇
一
七
年
十
⺼
七
日　

發
行

孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

　

稻
森
雅
子



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
七
三

　

戲
曲
小
說
硏
究
者
孫
楷
第
（
一
八
九
八
～
一
九
八
六
）
は
、
中
國
通
俗
小
說
に
關

す
る
初
の
本
格
的
な
藏
書
目
錄
を
編
纂
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
一
九
三

〇
年
代
初
頭
の
嚴
し
さ
を
增
す
日
中
關
係
の
中
で
完
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
國
立
北
平
圖
書
館
と
中
國
大
辭
典
編
纂
處
の
共
同
で
刊
行
さ
れ
た
『
日

本
東
京
所
見
中
國
小
說
書
目
提0

要0

』
六
卷
『
大
連
圖
書
館
所
見
中
國
小
說
書
目
提0

要0

』
不
分
卷
（
合
册
、
一
九
三
二
年
刊
、
以
下
『
東
京
書
目
』『
大
連
書
目
』
と
略
稱
）、

『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』
十
二
卷
（
一
九
三
三
刊
、
以
下
『
通
俗
書
目
』
と
略
稱
）
で

あ
る（

１
）。『
東
京
書
目
』
は
東
京
十
一
ヶ
所
の
所
藏
先
で
約
百
種（
２
）を
、『
大
連
書
目
』

は
大
連
滿
鐵
圖
書
館
大
谷
文
庫（

３
）の
二
五
種
を
詳
細
に
記
錄
す
る
。
後
續
の
『
通
俗

書
目
』
は
北
京
周
邊
で
の
調
査
分
も
加
え
六
百
餘
種
を
收
錄
し
、
卷
末
に
は
㊟
音

符
號
に
よ
る
書
名
と
著
者
名
の
索
引
も
附
す
。『
東
京
書
目
』『
大
連
書
目
』
は
一

九
五
三
年
に
上
雜
出
版
社
よ
り
重
版
が
、『
通
俗
書
目
』
は
一
九
五
七
年
に
作
家

出
版
社
よ
り
增
補
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
る
が
、
序
や
出
版
緣
起
、
凢
例
に
大
幅
な

改
變
が
施
さ
れ
、『
通
俗
書
目
』
で
は
附
錄
五
卷
の
う
ち
二
卷
が
削
除
さ
れ
た
。

そ
の
後
も
た
び
た
び
再
版
さ
れ
、最
近
で
は
『
孫
楷
第
文
集
』
全
三
册
（
中
華
書
局
、

二
〇
一
二
年
）
の
第
一
册
に
收
錄
さ
れ
、
現
在
も
中
國
古
典
小
說
硏
究
の
基
本
的

工
具
書
と
し
て
の
價
値
を
保
ち
續
け
て
い
る
。

　

我
が
國
で
は
、
孫
氏
書
目
に
基
づ
い
た
大
塚
秀
高
氏
の
『
中
國
通
俗
小
說
書
目

改
訂
稿
（
初
稿
）』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
四
年
）『
增
補
中
國
通
俗
小
說
書
目
』（
同
、

一
九
八
七
年
）
が
著
名
で
あ
り
、
さ
ら
に
孫
楷
第
の
來
日
歬
後
の
動
向
に
つ
い
て

は
稻
畑
畊
一
郞
氏
の
「
傅
增
湘
と
內
藤
湖
南―

新
發
見
の
書
函
數
通
か
ら
の
考

察―

」
に
言
及
が
あ
る（
４
）。
し
か
し
、
東
京
で
熟
閱
調
査
を
行
っ
た
日
程
等
に
關

し
て
は
こ
れ
ま
で
詳
細
な
考
察
は
無
か
っ
た
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
小
說
書
目
編
纂

過
程
に
ど
の
よ
う
な
人
物
が
如
何
に
關
與
し
た
か
の
檢
討
を
通
じ
て
、
當
時
の
日

中
學
術
交
流
の
一
斑
を
窺
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
る（

５
）。

一　

生
い
立
ち
か
ら
大
學
時
代
ま
で

　

孫
楷
第
、
字
は
子
書
、
號
は
柴
進
里
人
。
光
緖
二
四
年
（
一
八
九
八
）
河
北
省

滄
縣
の
讀
書
家
の
家
に
生
ま
れ
る
。
五
歲
の
頃
よ
り
祖
父
の
薰
陶
を
受
け
五
經
を

諳
ん
じ
る
ま
で
に
な
り
、
宣
統
二
年
（
一
九
一
〇
）
現
在
の
高
級
小
學
校
に
相
當

す
る
新
式
學
堂
に
入
學
し
た
。
折
し
も
直
隸
提
學
使
で
あ
っ
た
傅
增
湘
が
視
察
に

訪
れ
、
孫
少
年
の
秀
才
ぶ
り
に
目
を
留
め
た（

６
）。
後
年
傅
增
湘
は
、
國
民
黨
の
要
人

で
滄
縣
出
身
の
友
人
張
繼
に
曾
て
印
象
に
殘
っ
た
聰
朙
な
少
年
の
搜
索
を
依
賴
、

偶
然
に
も
孫
楷
第
と
の
緣
が
復
活
し
た
。
民
國
十
一
年
（
一
九
二
二
）
孫
楷
第
は

孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

稻
森
雅
子



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
七
四

始
ま
る
中
國
大
辭
典
編
纂
處
で
も
白
話
語
彙
採
錄
が
必
要
と
な
っ
た（

（（
（

。
舊
來
、
白

話
語
彙
を
多
く
含
む
戲
曲
通
俗
小
說
類
は
、
低
俗
と
の
理
由
で
四
庫
全
書
等
に
も

採
錄
さ
れ
ず
、
殊
に
通
俗
小
說
類
は
未
整
備
で
、
成
立
時
朞
や
變
遷
の
體
系
的
整

理
考
證
が

ま
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
通
俗
小
說
書
目
の
一
刻
も
早
い
完

成
が
孫
楷
第
に
託
さ
れ
た
の
で
あ
る（

（（
（

。

　

孫
楷
第
は
、
ま
ず
國
立
北
平
圖
書
館
の
藏
書
を
基
礎
情
報
と
し
て
書
目
を
作
成

し
た
。
次
い
で
黎
錦
熙
の
紹
介
で
孔
德
學
校
圖
書
館
の
實
質
的
責
任
者
で
あ
っ
た

馬
廉
の
も
と
へ
通
う
。
孔
德
學
校
は
、
北
京
車
王
府
舊
藏
の
戲
曲
本
の
ほ
か
多
く

の
古
版
本
小
說
を
所
藏
す
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
た（

（（
（

。
馬
廉
は
、
民
國
十
五
年

（
一
九
二
六
）
魯
迅
か
ら
北
京
大
學
小
說
史
の
講
師
を
引
き
繼
ぎ
、
當
時
隨
一
の
戲

曲
小
說
版
本
の
硏
究
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
因
み
に
、
日
本
在
住
の
硏
究
者

と
馬
廉
と
の
交
際
は
、
辛
島
驍
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
同
年
八
⺼
、
東
京
帝
國
大
學

學
生
で
あ
っ
た
辛
島
が
鹽
谷
溫
の
使
い
で
初
め
て
魯
迅
を
訪
問
し
た
際
、
魯
迅
が

辛
島
に
馬
廉
を
紹
介
し
た（
（（
（

。
次
い
で
翌
年
夏
、
辛
島
の
先
輩
の
長
澤
規
榘
也
も
訪

中
し
た
際
に
馬
廉
と
面
會
し
、
以
後
中
國
渡
航
の
た
び
に
訪
問
し
交
流
し
た（
（（
（

。
さ

ら
に
、
北
平
に
留
學
し
た
吉
川
、
倉
石
武
四
郞
に
も
馬
廉
と
の
交
流
の
記
錄
が
殘

る（
（（
（

。

　

民
國
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
孫
楷
第
は
國
立
北
平
圖
書
館
副
館
長
の
袁
同
禮
に

招
か
れ
移
籍
し
た
。
そ
の
後
も
中
國
大
辭
典
編
纂
處
に

務
籍
を
殘
し
て
馬
廉
の

も
と
に
通
い
續
け
、「
中
國
通
俗
小
說
提
要
」（『
國
立
北
平
圖
書
館
館
刊
』
第
五
卷
第

五
號
、
一
九
三
一
年
）
を
完
成
さ
せ
た
。

　

孫
楷
第
が
日
本
現
存
の
小
說
に
關
心
を
抱
い
た
き
っ
か
け
は
、
馬
廉
の
も
と
で

の
調
査
中
、
長
澤
の
作
成
し
た
㊮
料
を
見
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
橋
川
時

雄
が
北
京
で
出
版
し
た
日
中
二
箇
國
語
に
よ
る
學
術
雜
誌
『
文
字
同
盟
』
第
七
號

（
文
字
同
盟
社
、
一
九
二
七
年
）
揭
載
の
「
日
本
現
存
戲
曲
小
說
類
目
錄
」、
或
は
馬

北
京
高
等
師
範
學
校
（
の
ち
の
北
平
師
範
大
學
）
に
入
學
、
傅
增
湘
は
孫
楷
第
を
子

息
の
家
庭
敎
師
と
し
て
自
宅
に
住
み
込
ま
せ
た
。
當
時
北
平
で
東
方
文
化
事
業
總

委
員
會
の
實
質
的
責
任
者
で
あ
っ
た
橋
川
時
雄
は
「
孫
楷
第
も
傅
增
湘
の
弟
子
で

す
よ
」
と
回
想
し
て
お
り（
７
）物
心
兩
面
で
支
援
し
た
樣
子
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、
孫
楷
第
は
北
平
師
範
大
學
で
國
文
系
敎
授
楊
樹
逹
に
師
事
し
、
訓
詁
學

を
學
ん
だ
。
楊
樹
逹
は
、
光
緖
三
一
年
～
宣
統
三
年
（
一
九
〇
五
～
一
一
）
の
六
年

閒
日
本
に
遊
び
、
第
一
高
等
學
校
豫
科
、
第
三
高
等
學
校
な
ど
で
學
ん
だ
經
驗
が

あ
り
、
歸
國
後
は
故
鄕
の
湖
南
省
長
沙
に
戾
り
葉
德
輝
に
師
事
し
て
い
る
。

　

な
お
、
魯
迅
が
こ
の
時
朞
同
大
學
で
も
小
說
史
を
敎
え
て
お
り
、
孫
楷
第
も
受

講
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る（
８
）。こ
の
ほ
か
錢
玄
同
や
黎
錦
熙
ら
の
指
導
も
受
け
た
。

こ
れ
ら
の
師
弟
關
係
が
そ
の
後
の
硏
究
生
活
に
大
き
く
關
係
し
て
ゆ
く
。

　

二　

來
日
ま
で
の
經
緯

　

孫
楷
第
は
、
民
國
十
七
年
（
一
九
二
八
）
に
三
十
歲
で
北
平
師
範
大
學
を
卒
業

し
、
翌
年
同
大
學
で
錢
玄
同
の
助
手
と
な
る
一
方
、
中
國
大
辭
典
編
纂
處
の
總
主

任
黎
錦
熙
の
招
き
で
同
處
編
集
員
を

ね
、
小
說
書
目
編
纂
に
携
わ
る
こ
と
に
な

っ
た（
９
）。
晚
年
孫
自
身
も
「
朙
確
我
將
走
小
說
硏
究
的
衟
路
、
那
還
是
在
『
中
國
大

辭
典
編
纂
處
』
工
作
朞
閒
（
私
が
今
後
小
說
硏
究
の
衟
に
進
む
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と

が
朙
確
に
な
っ
た
の
は
や
は
り
中
國
大
辭
典
編
纂
處
で
働
い
て
い
た
頃
だ
っ
た
（
（（
（

）」
と
回

顧
し
て
い
る
。

　

民
國
六
年（
一
九
一
七
）胡
㊜
の「
文
學
改
良
芻
議
」に
よ
り
文
學
革
命
が
始
ま
る
。

後
年
吉
川
幸
次
郞
が
「
小
說
を
中
心
と
し
な
い
文
學
か
ら
、
小
說
を
中
心
と
す
る

文
學
へ
の
轉
換（

（（
（

」
と
評
し
た
よ
う
に
、
白
話
小
說
が
徐
々
に
㊟
目
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
民
國
十
二
年（
一
九
二
三
）魯
迅
が『
中
國
小
說
史
略
』（
北
京
大
學
新
潮
社
）

を
發
表
し
て
以
來
、
古
版
本
の
發
見
が
相
次
い
だ
。
一
方
、
國
語
統
一
籌
備
會
に



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
七
五

京
朝
日
新
聞
』
朝
刊
二
面
に
は
「
奉
軍
、
滿
鐵
線
を
爆
破
。
日
支
兩
軍
、
戰
端
を

開
く
」
と
あ
り
、
午
歬
七
時
、
午
歬
十
時
と
立
て
續
け
に
號
外
も
出
さ
れ
て
い
る
。

孫
楷
第
は
そ
の
十
九
日
午
歬（
（（
（

東
京
驛
に
到
着
し
、
歬
夜
の
柳
條
湖
事
件
の
第
一
報

を
ま
さ
に
そ
の
驛
頭
で
知
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
初
版
本
『
東
京
書
目
』

の
孫
楷
第
序
に
は
「
十
九
日
東
京
驛
着
、
遽
か
に
遼
東
の
變
を
聞
き
、
悲
憤
に
胸

塞
ぎ
、
歸
國
し
よ
う
と
思
っ
た
が
思
い
と
ど
ま
り
、
結
局
は
牛
込
區
（
現
新
宿
區

東
部
）
に
宿
を
と
り
友
人
謝
剛
主
と
共
に
身
を
寄
せ
た
（
十
九
日
、
抵
東
京
驛
、
遽

聞
遼
東
之
變
、
悲
憤
塡
膺
、
欲
歸
復
止
、
終
下
榻
於
牛
込
區
、
與
友
人
謝
剛
主
同
寓
）」
と
、

孫
楷
第
の
動
搖
し
た
心
情
が
綴
ら
れ
、
北
平
圖
書
館
の
同
僚
謝
國
楨
（
字
剛
主
）

と
と
も
に
逗
留
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
謝
國
楨
は
、
朙
代
史
の
硏
究
者
で
留
學

の
名
目
で
一
足
先
に
來
日
し
正
倉
院
を
見
學（

（（
（

、
京
都
で
內
藤
湖
南
と
面
會（

（（
（

の
後
、

東
京
へ
向
か
い
、
孫
楷
第
と
ほ
ぼ
同
時
朞
に
到
着
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
寄
寓
地

は
「
孫
文
先
生
も
曾
て
こ
こ
に
逗
留
さ
れ
た
と
い
う
（
據
說
孫
中
山
先
生
曾
旅
居
於

此
（
（（
（

）」
場
所
だ
っ
た
と
回
想
し
て
い
る
。

　

滿
洲
事
變
勃
發
を
受
け
、
多
く
の
中
國
人
留
學
生
が
歸
國
し
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る（
（（
（

。
孫
楷
第
が
歸
國
か
調
査
敢
行
か
惱
む
さ
ま
を
長
澤
は
「
孫
氏
の
友

人
は
危
惧
の
念
を
生
じ
、
孫
氏
に
も
歸
國
を
勸
め
た
。
孫
氏
は
早
速
予
の
意
見
を

徵
し
た
が
、
結
局
我
々
は
學
界
は
政
界
軍
界
に
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い（
（（
（

と

云
ふ
意
見
で
、
孫
氏
は
每
日
市
の
內
外
の
書
庫
を
歷
訪
し
、
全
く
山
水
を
外
に
し

た（
（（
（

」
と
記
す
。
孫
楷
第
に
と
っ
て
苦
澁
の
決
斷
で
あ
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。
話
し
合
い
の
直
後
、
長
澤
が
孫
・
謝
に
よ
る
宮
內
省
圖
書
寮
及
び
內
閣
文
庫

の
閱
覽
を
申
請
し
た
こ
と
を
示
す
㊮
料
が
外
務
省
外
交
史
料
に
殘
っ
て
い
る（
（（
（

。
發

信
者
は
、
外
務
省
文
化
事
業
部
長
坪
上
貞
二
で
あ
る
。

「
北
平
圖
書
館
員
謝
國
楨
外
一
名

0

0

0

內
閣
圖
書
館
參
觀
許
可
方
ノ
件
」

　

拜
諬　

陳
者
中
華
民
國
々
立
北
平
圖
書
館
々
員
謝
國
楨
、
孫
楷
第

0

0

0

ノ
兩
氏

廉
宅
に
あ
っ
た
手
抄
本
と
み
ら
れ
る（
（（
（

。
橋
川
の
說
朙
文
に
よ
れ
ば
、
長
澤
が
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
訪
中
時
に
持
參
し
た
も
の
で
、
馬
廉
舊
藏
㊮
料
も
こ
れ
と

ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
記
載
內
容
が

だ
っ
た
こ
と
が
、
さ
ら
に
孫
楷
第

の
實
見
調
査
意
欲
を
か
き
立
て
た
よ
う
で
あ
る
。
當
初
、
馬
廉
に
隨
行
す
る
形
で

孫
楷
第
も
日
本
行
き
が
計
畫
さ
れ
て
い
た
が
、
馬
廉
は
夫
人
の
病
氣
の
た
め
歸
鄕

を
餘
儀
な
く
さ
れ
、
計
畫
は
頓
挫
す
る（
（（
（

。
し
か
し
、
孫
楷
第
は
訪
日
へ
の
思
い
を

斷
ち
切
れ
な
か
っ
た
。
折
し
も
夏
季
休
暇
を
利
用
し
て
北
京
を
訪
れ
て
い
た
長
澤

に
相
談
、
長
澤
は

座
に
快
諾
し
た
と
い
う（
（（
（

。
そ
の
後
、
所
屬
先
の
國
立
北
平
圖

書
館
及
び
中
國
大
辭
典
編
纂
處
と
の
交
涉
に
よ
り
、
國
立
北
平
圖
書
館
か
ら
二
百

元
、
中
國
大
辭
典
編
纂
處
か
ら
百
元
の
旅
費
支
給
を
獲
得（
（（
（

し
、
よ
う
や
く
渡
日
が

實
現
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
通
俗
小
說
書
目
作
成
は
時
代
の
要
請
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
時

朞
に
㊜
任
者
と
し
て
孫
楷
第
が
拔
擢
さ
れ
た
こ
と
、
日
本
へ
の
渡
航
調
査
は
孫
楷

第
本
人
の
意
志
に
よ
り
實
現
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
次
に
孫
楷

第
の
具
體
的
な
旅
程
を
辿
っ
て
み
よ
う
。

三　

東
京
・
大
連
の
調
査
旅
程

　

當
時
は
天
津
～
門
司
（
北
九
州
）
～
神
戶
の
定
朞
航
路
が
あ
っ
た
。
孫
楷
第
の

案
內
役
を
引
き
受
け
た
長
澤
は
一
足
先
に
歸
國
し（
（（
（

、
孫
楷
第
は
九
⺼
十
二
日
に
傅

增
湘
か
ら
內
藤
湖
南
宛
の
紹
介
狀
と
餞
別
五
十
元
を
受
け
取
り
、
早
速
日
本
へ
向

け
出
發
し
た（
（（
（

。
柴
進
里
人
の
署
名
に
よ
る
「
談
談
日
本
的
『
煎
餠（
（（
（

』」
の
冐
頭
に

「
去
歲
九
⺼
閒
、
余
以
觀
書
東
渡
。
在
神
戶
傍
岸
、
等
候
去
所
謂
『
東
京
』
的
火

車
（
去
年
九
⺼
、私
は
書
籍
閱
覽
の
た
め
渡
日
し
た
。
神
戶
港
に
上
陸
し
、所
謂
（
日
本
の
）

『
東0

京
（
（（
（（

』
行
き
の
汽
車
を
待
っ
た
）」
と
あ
り
、
神
戶
か
ら
陸
路
東
京
に
向
っ
た
。
し

か
し
、
十
八
日
午
後
十
時
二
十
分
頃
、
柳
條
湖
事
件
が
勃
發
し
た
。
翌
日
の
『
東



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
七
六

よ
う
な
鬼
氣
廹
る
姿
を
長
澤
は
「
か
ゝ
る
篤
學
の
士
は
實
に
珍
し
い
。
予
も
數
度

鄰
人
の
訪
書
の
東
衟
を
な
し
た
が
、
氏
と
張
菊
生
氏
と
の
行
動
に
は
、
我
々
北
平

に
遊
ぶ
も
の
を
し
て
慚
ぢ
し
め
る
も
の
が
あ
つ
た
」
と
評
し
た（
（（
（

。

　

長
澤
規
榘
也
は
、
孫
楷
第
よ
り
四
歲
年
少
で
、
當
時
は
第
一
高
等
學
校
敎
授
と

し
て
戲
曲
小
說
硏
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
。
ま
た
長
澤
自
身
が
「
文
化
事
業
部
が

わ
た
く
し
に
硏
究
費
を
補
助
し
て
く
れ
た
の
は
理
由
が
あ
る
。
當
時
、
文
化
事
業

部
の
招
き
で
來
朝
し
た
民
國
の
學
者
の
圖
書
館
案
內
は
必
ず
わ
た
く
し
で
あ
つ

た（
（（
（

」
と
回
顧
す
る
よ
う
に
、
孫
楷
第
以
歬
に
傅
增
湘
・
楊
樹
逹
・
張
元
濟
・
董
康

ら
を
案
內
し
て
お
り（

（（
（

、知
識
經
驗
と
も
に
最
㊜
の
案
內
人
で
あ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
、

長
澤
は
、
馴
染
み
の
村
口
書
店
初
代
主
人
の
村
口
半
次
郞
を
通
じ
て
藏
書
家
の
神

山
閏
次
と
も
面
識
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る（
（（
（

。
さ
ら
に
、
初
版
本
『
東
京
書
目
』

「
緣
起
」
に
は
興
味
深
い
逸
話
が
殘
る
。

其
舊
本
㊒
記
尺
度
者
、
㊒
不
記
尺
度
者
、
則
偕
友
人
長
澤
君
閱
書
時
、
彼
攜

㊒
中
國
營
造
尺
偶
借
用
之
、
自
閱
書
時
則
未
嘗
㊟
意
及
板
式
大
小
、
非
自
爲

歧
異
也
。

古
版
本
の
書
誌
に
尺
度
を
記
す
も
の
と
記
さ
な
い
も
の
が
あ
る
の
は
、
友
人

の
長
澤
君
と
閱
覽
し
た
時
、
彼
が
中
國
の
營
造
尺
（
當
時
の
建
築
用
物
差
し
）

を
持
參
し
た
の
を
た
ま
た
ま
借
用
し
用
い
た
が
、
ひ
と
り
で
閱
書
し
た
時
は

板
式
の
寸
法
に
㊟
意
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
記
載
に
㊒
無
が
あ
る
の
は
私

の
意
圖
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。

『
東
京
書
目
』
に
は
營
造
尺
に
よ
る
匡
郭
の
記
載
が
六
ヶ
所
確
認
で
き
る（
（（
（

。
我
が

國
で
は
匡
郭
計
測
の
習
慣
が
あ
っ
た（
（（
（

が
、中
國
で
は
文
字
數
を
記
す
の
み
で
あ
り
、

管
見
の
限
り
孫
楷
第
よ
り
早
い
中
國
人
に
よ
る
刊
本
の
匡
郭
計
測
記
錄
は
楊
守
敬

『
日
本
訪
書
志
』
に
一
箇
所
（
卷
四
『
集
韻
』、一
葉
分
を
計
測
）
あ
る
程
度
で
あ
る
。

孫
楷
第
も
匡
郭
の
計
測
は
初
體
驗
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

ハ
本
邦
圖
書
館
視
察
ノ
爲
メ
來
邦 

目
下
滯
京
中
ノ
處 

來
週
中
ニ
內
閣
文

庫
參
觀
致
度
旨
申
出
候
ニ
付 

御
差
支
ナ
キ
限
リ
御
許
可
ノ
上 

出
頭
ノ
節

ハ
便
宜
供
與
方
御
取
計
相
成
度 

此
段
御
依
賴
申
進
候　

敬
具

「
宮
內
省
圖
書
頭
宛
閱
覽
者
略
傳
稿
」（
長
澤
規
榘
也
自
筆
）

　

謝
國
楨　

字
ハ
剛
主
、
河
南
安
陽
縣
ノ
人
、
專
攻
ハ
朙
末
ノ
歷
史
幷
ニ
滿

洲
ノ
歷
史
。
國
立
淸
華
大
學
硏
究
院
（

大
學
院
）
卒
業
、
國
立
北
平
圖

書
館
編
輯
員
、
北
平
圖
書
館
ヨ
リ
派
遣
セ
ラ
レ
、
約
二
年
留
學
。
晚
朙
史

籍
考
等
ノ
著
ア
リ
。

　

孫
楷
第

0

0

0　

字
ハ
□
（
二
字
空
格
）
□
河
北
滄
縣
ノ
人
、
國
立
北
平
師
範
大
學
國
文
科
卒

業
、
今
師
大
硏
究
院
歷
史
科
學
門
硏
究
員
、
北
平
圖
書
館
編
輯
員
、
專
攻

ハ
小
說
史
。
中
國
小
說
ノ
目
錄
解
題
ヲ
作
リ
ツ
ツ
ア
リ
。

　
　

自
記
ノ
畧
傳
ニ
基
キ
長
澤
取
擔
增
補
ス　

六
年
九
⺼
二
十
二
日
稿

　

孫
楷
第
の
到
着
か
ら
僅
か
四
日
後
の
二
二
日
（
火
曜
日
）
付
の
發
給
で
、
長
澤

の
迅
速
な
對
應
が
窺
え
る（
（（
（

。
ま
た
、「
來
週
」
す
な
わ
ち
二
八
日
（
⺼
曜
日
）
以
降

に
閱
覽
を
豫
定
し
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

調
査
開
始
に
あ
た
り
、
長
澤
の
師
で
東
京
帝
國
大
學
敎
授
の
鹽
谷
溫
と
東
洋
文

庫
へ
挨
拶
に
訪
れ
た（
（（
（

。鹽
谷
は
長
澤
ら
門
下
生
と
と
も
に
內
閣
文
庫
の
朙
版
の『
三

言
』『
二
拍
』
を
發
見
し
日
中
雙
方
で
脚
光
を
浴
び
て
い
た（
（（
（

。
曾
て
鹽
谷
が
中
國

に
留
學
し
て
葉
德
輝
に
師
事
し
た
際
、
孫
楷
第
の
師
楊
樹
逹
も
ま
た
門
下
生
で
あ

っ
た（
（（
（

。
從
っ
て
孫
楷
第
と
長
澤
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
師
が
同
門
の
關
係
に
あ
っ
た

こ
と
と
な
り
、
こ
れ
が
直
接
的
な
調
査
の
後
ろ
盾
と
な
っ
た
と
い
え
る
。

　

內
閣
文
庫
を
皮
切
り
に
調
査
を
開
始
し
た
孫
楷
第
は
、
東
京
附
近
十
一
ヶ
所
で

の
べ
百
十
二
點
を
熟
閱
し
た
。
朞
閒
の
大
半
は
內
閣
文
庫
で
費
や
し
た
と
思
わ
れ

る
が
、
こ
こ
で
は
朝
七
時
す
ぎ
か
ら
夕
方
六
時
す
ぎ
迄
作
業
に
沒
頭
し
、
晝
休
み

も
惜
し
み
パ
ン
類
を
囓
る
の
み
で
直
ち
に
作
業
を
再
開
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
七
七

　

孫
楷
第
は
北
九
州
の
門
司
港
經
由
で
八
日
大
連
に
到
着
し
た
と
考
え
ら
れ
る

が（
（（
（

、
そ
の
手
配
一
切
も
長
澤
主
導
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
。
長
澤
は
鹽
谷
、
辛
島
ら

を
介
し
松
崎
と
も
既
に
相
知
る
關
係
で
あ
っ
た（
（（
（

。

　

松
崎
鶴
雄
は
、
熊
本
の
同
心
學
舍
出
身
で
狩
野
直
喜
の
一
年
後
輩
で
あ
る
。
同

鄕
の
竹
𣷹
井
井
宅
に
寄
宿
し
た
後
、
中
國
に
渡
り
、
長
沙
で
楊
樹
逹
や
鹽
谷
ら
と

と
も
に
葉
德
輝
に
師
事
し
た（
（（
（

。
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
か
ら
は
大
谷
本
の
整
理

を
擔
當
し
て
い
た
。
民
國
十
六
年
（
一
九
二
七
）
馬
廉
が
大
連
滿
鐵
圖
書
館
を
訪

れ
『
警
世
通
言
』
を
閱
覽
し
て
以
降
、
大
連
滿
鐵
圖
書
館
と
北
京
學
界
と
の
交
流

が
始
ま
っ
た
と
い
い（
（（
（

、
松
崎
の
回
想
錄（
（（
（

に
は
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）
十
⺼
北
京

で
の
楊
樹
逹
・
馬
廉
・
袁
同
禮
・
錢
稻
孫
・
黃
節
ら
と
の
集
合
寫
眞
が
收
錄
さ
れ

て
い
る
。
松
崎
は
、
孫
楷
第
の
訪
問
直
後
に
同
館
を
辭
職
し
て
お
り（

（（
（

、
孫
楷
第
の

面
會
は
最
後
の
好
機
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、『
大
連
書
目
』
再
版
本
で

は
松
崎
の
名
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

館
長
の
柿
沼
介
は
、
東
京
帝
國
大
學
哲
學
科
卒
業
。
東
京
市
立
日
比
谷
圖
書
館

勤
務
を
經
て
大
正
八
年
南
滿
州
鐵
衟
株
式
會
社
に
入
社
し
、米
英
獨
へ
の
留
學
後
、

滿
鐵
大
連
圖
書
館
長
に
就
任
、
戰
後
は
國
立
國
會
圖
書
館
に
勤
務
し
た
人
物
で
あ

る
。

　

大
連
で
は
東
京
に
比
較
し
二
倍
の
效
率
で
、
わ
ず
か
五
日
閒
で
作
業
を
終
え
、

出
發
か
ら
約
二
ヶ
⺼
後
の
十
一
⺼
十
五
日
に
は
、
天
津
事
件
直
後
の
天
津
港
に
歸

着
し
、
直
後
の
二
十
日
に
は
楊
樹
逹
を
訪
ね
歸
國
の
挨
拶
を
し
て
い
る（
（（
（

。

　

こ
こ
に
、
當
時
の
學
界
の
雰
圍
氣
を
窺
う
逸
話
が
あ
る
。
滿
洲
事
變
直
歬
の
昭

和
六
年（
一
九
三
一
）七
⺼
二
一
日
～
九
⺼
十
八
日
の
六
十
日
閒
、橋
川
時
雄
は『
續

修
四
庫
全
書
提
要
』
編
纂
準
備
の
た
め
中
國
各
地
を
視
察
し
た
。
九
⺼
一
日
、
湖

南
省
長
沙
で
橋
川
の
歡
迎
會
が
催
さ
れ
た
。
歡
迎
會
の
直
歬
、
會
場
の
耶
魯
大
學

構
內
で
は
排
日
大
會
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
參
加
者
逹
が
歡
迎
會
へ
と
流
れ

　

も
う
一
人
の
案
內
人
に
、
傅
增
湘
と
親
し
か
っ
た
文
求
堂
主
人
の
田
中
慶
太
郞

が
い
る（
（（
（

。
田
中
は
書
誌
學
者
島
田
翰
の
學
友
で
、朙
治
三
三
年
（
一
九
〇
〇
）
末
、

上
海
へ
渡
航
、
朙
治
四
一
年
（
一
九
〇
八
）
か
ら
三
年
閒
北
京
に
住
居
を
構
え
る

な
ど
し
て
盛
ん
に
唐
本
や
書
畫
を
取
引
し
、
當
時
我
が
國
隨
一
の
唐
本
商
で
あ
っ

た
。
中
國
語
が
堪
能
で
學
識
も
深
く
、
羅
振
玉
、
魯
迅
、
郭
沫
若
、
內
藤
湖
南
な

ど
多
く
の
日
中
の
著
名
人
と
交
流
が
あ
り
、
長
澤
も
文
求
堂
の
常
連
の
一
人
で
あ

っ
た
。
田
中
は
舊
加
賀
藩
主
歬
田
家
藏
書
を
收
藏
す
る
尊
經
閣
文
庫
（
東
京
）
と

も
通
じ
て
お
り
、
孫
楷
第
も
田
中
の
案
內
を
受
け
朙
版
の
『
古
今
小
說
』
を
閱
覽

し
て
い
る（
（（
（

。

　

東
京
で
の
調
査
を
終
え
た
孫
楷
第
は
、
當
初
豫
定
し
て
い
た
京
都
行
き
を
取
り

や
め
、
日
本
の
租
借
地
大
連
へ
と
向
か
っ
た（

（（
（

。
そ
の
經
緯
に
つ
い
て
初
版
本
『
大

連
書
目
』
の
序
文
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
る
。

余
既
於
民
國
十
九
年
十
⺼
閱
日
本
東
京
公
私
所
藏
小
說
訖
、
聞
大
連
滿
鐵
圖

書
館
藏
日
本
大
谷
氏
捐
贈
小
說
多
種
、
中
頗
㊒
舊
本
爲
內
地
所
不
易
見
者
。

乃
决
意
徃
訪
。
先
由
人マ

友マ

長
澤
先
生
函
館
中
松
崎
鶴
雄
氏
、
爲
余
先
容
、
託

其
照
拂
。
十
一
⺼
八
日
抵
大
連
後
、
復
識
館
長
柿
沼
氏
、
知
余
來
意
、
引
余

入
專
門
硏
究
室
、
與
以
方
便
、
供
待
甚
厚
。

民
國
十
九
年
十
⺼
私
は
日
本
東
京
の
公
私
所
藏
の
小
說
の
閱
覽
を
終
え
、
大

連
滿
鐵
圖
書
館
に
は
大
谷
氏
寄
贈
の
小
說
が
多
種
あ
り
、
中
に
は
內
地
で
も

見
ら
れ
な
い
も
の
も
多
く
あ
る
と
聞
き
、
訪
問
を
決
意
し
た
。
事
歬
に
友
人

の
長
澤
先
生
が
大
連
滿
鐵
圖
書
館
の
松
崎
鶴
雄
氏
に
紹
介
狀
を
送
り
、
私
の

た
め
に
推
薦
し
て
下
さ
り
、
面
倒
を
見
て
欲
し
い
と
依
賴
し
て
く
れ
た
。
十

一
⺼
八
日
大
連
に
到
着
す
る
と
、
さ
ら
に
館
長
の
柿
沼
氏
と
識
り
合
っ
た
。

柿
沼
氏
は
私
の
來
意
を
知
り
、
私
を
專
門
硏
究
室
に
案
內
し
て
く
れ
便
宜
を

圖
り
、
厚
遇
し
て
く
れ
た
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
七
八

生
、
原
三
七
先
生
、
田
中
慶
先
生
、
相
伴
周
遊
、
頓
忘
勞
苦
。

昨
年
の
東
遊
の
際
、
先
に
訪
日
し
た
傅
沅
叔
（
增
湘
）、
楊
遇
夫
（
樹
逹
）
の

二
師
と
錢
稻
孫
氏
に
相
談
し
、
旅
行
や
訪
書
等
に
つ
い
て
大
い
に
支
援
を
受

け
た
。
傅
增
湘
先
生
に
は
更
に
餞
別
も
い
た
だ
き
、
旅
立
ち
を
勵
ま
し
て
い

た
だ
き
、
お
蔭
で
旅
が
う
ま
く
い
っ
た
。
…
…
長
澤
先
生
、
原
三
七
先
生
、

田
中
慶
（
太
郞
）
先
生
の
隨
行
は
、
旅
先
の
苦
勞
を
し
ば
し
忘
れ
さ
せ
て
く

れ
た
。

こ
こ
に
錢
稻
孫
、
原
三
七
の
名
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
（
但
し
、
再
版
本
で
は
傅

增
湘
、
錢
稻
孫
の
名
は
削
除
さ
れ
て
い
る
）。

　

錢
稻
孫
は
、
錢
玄
同
の
叔
父
で
、
外
交
官
の
父
錢
恂
に
同
伴
し
て
十
三
歲
か
ら

二
十
歲
ま
で
日
本
に
滯
在
し
、
慶
應
幼
稚
舍
な
ど
で
學
ん
だ
。
日
本
語
が
堪
能
で

淸
華
大
學
で
日
本
語
講
師
を
つ
と
め
、
多
く
の
日
本
人
留
學
生
と
親
交
が
あ
っ

た（
（（
（

。
民
國
十
九
年
（
一
九
三
〇
）、
自
宅
に
日
本
語
圖
書
館
「
泉
壽
東
文
書
庫
」
を

開
設
し
機
關
誌
『
字
紙
簍
』
等
を
發
行
し
た
周
作
人
と
竝
ぶ
北
京
隨
一
の
日
本
通

で
、
孫
楷
第
も
當
文
庫
よ
り
情
報
提
供
を
受
け
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

原
三
七
は
、
當
時
は
東
京
帝
國
大
學
文
學
部
支
那
文
學
科
に
在
學
中
で
、
卒
業

後
北
京
大
學
で
敎
鞭
を
執
っ
た
。
終
戰
後
は
二
松
學
舍
大
學
で
敎
え
る
旁
ら
、
湯

島
聖
堂
に
書
籍
文
物
流
通
會
を
設
け
た
。

　

さ
ら
に
、『
通
俗
書
目
』
卷
十
の
書
目
「
日
本
訓
譯
中
國
小
說
」
冐
頭
に
は
「
此

日
本
倉
石
武
四
郞
氏
原
稿
」
と
あ
る
。
倉
石
は
、
第
一
高
等
學
校
及
び
東
京
帝
國

大
學
で
は
長
澤
の
先
輩
で
、
昭
和
三
～
五
年
（
一
九
二
八
～
三
〇
）
に
北
京
へ
留
學

し
、
孫
楷
第
と
交
流
が
あ
っ
た（
（（
（

。『
通
俗
書
目
』「
凢
例
十
一
」
の
經
緯
說
朙
に
よ

れ
ば
、
靑
木
正
兒
の
論
文
を
見
た
孫
楷
第
が
、
友
人
で
あ
っ
た
倉
石
に
こ
の
目
錄

の
作
成
を
依
賴
し
た
と
い
う（
（（
（

。
こ
の
論
文
は
岩
波
講
座
『
日
本
文
學
』
第
十
六
回

「
日
本
文
學
と
外
來
思
潮
と
の
交
涉（
三
）支
那
文
學
」（
昭
和
七
年
年
九
⺼
十
五
日
刊
）

て
來
た
。
橋
川
は
こ
れ
に
驚
き
理
由
を
尋
ね
る
。
す
る
と
一
人
が
「
文
化
を
以
て

す
れ
ば
歡
迎
會
、
政
治
、
外
交
を
以
て
す
れ
ば
排
日
大
會
に
な
る
」
と
述
べ
、
喝

采
を
浴
び
た
と
い
う（
（（
（

。
國
民
感
情
も
惡
化
の
一
途
を
辿
る
中
、
な
お
學
術
硏
究
界

と
政
治
軍
事
情
勢
と
は
別
次
元
と
の
認
識
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
認
識
が
調
査

敢
行
の
決
斷
へ
と
結
び
つ
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

四　

孫
楷
第
を
支
え
た
そ
の
他
の
人
々

　

こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま
な
人
物
の
關
與
が
確
認
で
き
た
が
、
そ
の
他
に
孫
楷
第

と
關
係
し
た
人
々
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
初
版
本
よ
り
確
認
を
す
す
め
た
い
。『
東

京
書
目
』
の
序
は
胡
㊜
、
題
簽
は
傅
增
湘
で
、『
通
俗
書
目
』
の
序
は
鄭
振
鐸
と

黎
錦
熙
、
題
簽
は
錢
玄
同
で
あ
る
（
傅
增
湘
、
黎
錦
熙
、
錢
玄
同
に
師
事
し
た
こ
と
は

既
に
述
べ
た
通
り
）。

　

胡
㊜
は
、當
時
北
京
大
學
敎
授
で
北
平
圖
書
館
購
書
委
員
會
委
員
で
も
あ
っ
た
。

孫
楷
第
と
の
徃
來
は
、
民
國
十
九
年
（
一
九
三
〇
）
九
⺼
二
十
一
日
付
の
孫
楷
第

の
論
文
「
與
胡
㊜
之
論
醒
世
姻
緣
書
」
に
始
ま
る
と
み
ら
れ
る（
（（
（

。
胡
㊜
は
こ
の
論

文
を
高
く
評
價
し
、
自
身
が
企
畫
し
た
亞
東
圖
書
館
の
點
校
本
『
醒
世
姻
緣
傳
』

（
一
九
三
三
年
）
の
卷
首
に
そ
の
論
文
を
揭
載
し
た
。

　

鄭
振
鐸
と
孫
楷
第
の
交
流
は
、
民
國
二
十
年
（
一
九
三
一
）
三
⺼
『
大
公
報
圖

書
副
刊
』
に
揭
載
さ
れ
た
孫
楷
第
の
「
夏
二
銘
與
『
野
叟
曝
言
』」
を
鄭
振
鐸
が

讀
み
、
賞
贊
の
書

を
送
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
孫
楷
第
は
『
通
俗
書
目
』
編
纂

の
た
め
鄭
振
鐸
宅
を
訪
れ
、
藏
書
を
閱
覽
し
た（

（（
（

。
鄭
振
鐸
も
『
插
圖
本
中
國
文
學

史（
（（
（

』
で
『
東
京
書
目
』
を
參
照
し
日
本
の
稀
覯
書
を
紹
介
し
て
い
る
。
ま
た
、
初

版
本
『
東
京
書
目
』「
緣
起
」
最
終
段
に
は
以
下
の
記
述
が
あ
る
。

去
歲
東
遊
、
先
謀
之
傅
沅
叔 

楊
遇
夫
二
師
及
錢
稻
蓀マ
マ

先
生
、
於
旅
行
及
觀

書
等
事
多
所
匡
助
。
沅
師
更
賜
贐
、
俾
壯
行
色
、
得
以
成
行
。
…
…
長
澤
先



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
七
九

桃
芲
源
、
如
果
不
靠
日
本
保
存
了
這
許
多
的
舊
刻
小
說
、
我
們
决
不
能
眞
正

朙
瞭
中
國
短
篇
與
長
篇
小
說
的
發
逹
演
變
史
！
我
們
朙
白
了
這
一
點
、
方
才

可
以
了
解
孫
先
生
此
次
渡
海
看
小
說
的
使
命
的
重
大
。

小
說
を
見
る
た
め
だ
け
に
海
を
渡
っ
た
孫
氏
は
、
ま
さ
に
中
國
小
說
硏
究
史

上
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
で
あ
る
。
…
…
私
は
た
だ
こ
の
書
を
讀
む
人
に
十
四
五
年

歬
、
私
が
小
說
考
證
を
始
め
た
頃
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
。
我
々
は
水
滸
傳

は
一
種
、三
國
演
義
は
一
種
、西
遊
記
は
二
種
、隋
唐
演
義
は
一
種
（
の
版
本
）

を
知
る
だ
け
だ
っ
た
…
…
我
々
は
こ
う
言
っ
て
も
よ
い
。
も
し
日
本
と
い
う

中
國
古
典
小
說
の
桃
源
鄕
が
な
か
っ
た
ら
、
も
し
日
本
が
か
く
も
大
量
の
古

版
の
小
說
を
保
存
し
て
く
れ
て
い
な
か
っ
た
な
ら
、
我
々
は
中
國
の
短
篇
、

長
篇
小
說
の
發
逹
變
遷
史
を
正
し
く
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
我
々
は
こ
の
點
を
理
解
し
て
は
じ
め
て
孫
先
生
が
今
般

小
說
を
見
に
海
を
渡
っ
た
使
命
の
重
大
さ
を
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

胡
㊜
は
孫
楷
第
を
「
小
說
硏
究
の
コ
ロ
ン
ブ
ス
」
だ
と
い
う
。
序
文
中
の
襃
辭
と

は
い
え
、
胡
㊜
が
孫
楷
第
の
日
本
へ
の
訪
書
を
高
く
評
價
し
た
こ
と
は
閒
違
い
な

い
。
こ
の
二
書
の
編
纂
に
よ
り
、
孫
楷
第
は
書
誌
學
的
小
說
史
硏
究
の
第
一
人
者

と
し
て
、
そ
の
地
步
を
確
か
な
も
の
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
日
本
を
桃
源
鄕
に
喩
え
る
の
は
、
胡
㊜
自
身
の
體
驗
に
基
づ
い
た
言
葉

で
あ
ろ
う
。
胡
㊜
は
約
十
年
歬
、
靑
木
正
兒
か
ら
㊮
料
提
供
を
受
け
た
こ
と
が
あ

っ
た
が
、
當
時
は
、
靑
木
で
す
ら
內
閣
文
庫
本
は
目
に
し
て
い
な
か
っ
た（
（（
（

。
孫
楷

第
が
東
京
に
赴
き
、
多
く
の
稀
覯
書
を
詳
細
に
實
見
し
記
述
し
た
こ
と
は
、
胡
㊜

に
と
っ
て
感
慨
深
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
北
京
の
二
機
關
が
孫
楷
第
の
書
目
作
成
を
支
援
し
た
の
は
、
當
時

の
中
國
國
內
の
學
界
事
情
も
關
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
當
時

は
小
說
創
作
、
雜
誌
出
版
、
詩
壇
、
京
劇
な
ど
で
京
派―

海
派
の
對
立
構
造
が
生

と
推
測
さ
れ
る
。『
通
俗
書
目
』
孫
楷
第
自
序
が
翌
年
一
⺼
、『
通
俗
書
目
』
出
版

が
三
⺼
で
あ
る
こ
と
や
印
刷
朞
閒
な
ど
を
考
慮
す
る
と
倉
石
は
相
當
短
朞
閒
で
作

成
し
た
と
思
わ
れ
る（
（（
（

。

　

初
版
本
『
通
俗
書
目
』
に
は
、
北
平
圖
書
館
職
員
作
成
の
歐
米
語
譯
（
卷
十
一
）

及
び
滿
州
語
譯
（
卷
十
二
）
の
小
說
書
目
も
附
さ
れ
て
い
る
。
初
版
本
「
中
國
通

俗
小
說
書
目
凢
例
十
一
」
に
記
す
歐
米
語
譯
書
目
の
點
檢
者
「
西
門
」
は
、
當
時

ド
イ
ツ
か
ら
北
平
圖
書
館
に
交
換
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
、
の
ち
の
ロ
ン

ド
ン
大
學
敎
授
で
言
語
學
者
の
ウ
ォ
ル
タ
ー
・
シ
モ
ン
（Ernest Julius W

alter 
Sim
on

）
で
あ
る
と
み
ら
れ
る（
（（
（

。
こ
こ
か
ら
も
國
立
北
平
圖
書
館
が
總
力
を
擧
げ

支
援
し
た
樣
子
が
窺
え
よ
う
。

　

因
み
に
、
孫
楷
第
の
所
屬
し
た
二
機
關
は
、
義
和
團
事
變
賠
償
金
基
金
の
據
出

を
受
け
、
本
格
始
動
し
て
閒
も
な
い
時
朞
に
あ
っ
た（
（（
（

。
㊮
金
面
か
ら
見
れ
ば
、
通

俗
小
說
書
目
編
纂
は
、
歐
米
の
對
支
文
化
事
業
の
一
環
で
も
あ
り
、
日
中
の
み
な

ら
ず
歐
米
の
支
援
も
受
け
た
學
術
交
流
の
成
果
物
で
あ
る
と
も
言
え
る
の
で
あ

る
。
で
は
、
日
本
へ
の
渡
航
調
査
の
意
義
に
つ
い
て
學
界
で
は
ど
の
よ
う
に
評
價

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

五　

訪
日
調
査
の
意
義

　

歬
述
の
通
り
、序
及
び
題
簽
は
當
時
の
學
界
を
代
表
す
る
人
物
に
よ
る
も
の
で
、

朞
待
の
高
さ
が
窺
え
る
。
と
り
わ
け
初
版
本
『
東
京
書
目
』
の
胡
㊜
序（
（（
（

は
中
國
學

界
で
の
評
價
を
示
す
一
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。

專
爲
了
看
小
說
而
渡
海
出
洋
、
孫
先
生
眞
可
算
是
中
國
小
說
硏
究
史
上
的
可

侖
布
了
！
…
…
我
只
要
請
讀
此
書
的
人
回
想
十
四
五
年
歬
我
開
始
作
小
說
考

證
時
、
那
時
候
我
們
只
知
一
種
水
滸
傳
、
一
種
三
國
演
義
、
兩
種
西
遊
記
、

一
種
隋
唐
演
義
。
…
…
我
們
可
以
說
、
如
果
沒
㊒
日
本
做
了
中
國
舊
小
說
的



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
八
〇

　

二
書
出
版
後
、
日
本
人
に
よ
る
孫
楷
第
と
の
交
流
記
錄
は
多
く
な
い
が
、『
通

俗
書
目
』
出
版
直
後
に
北
京
に
留
學
し
た
目
加
田
誠
と
小
川
環
樹
、「
重
訂
通
俗

小
說
書
目
序
」
に
名
の
あ
る
工
藤
篁
に
若
干
殘
る（
（（
（

。
福
岡
縣
大
野
城
市
目
加
田
文

庫
藏
『
北
平
日
記（
（（
（

』
に
は
面
會
記
錄
が
、「
李
笠
翁
與
十
二
樓（
（（
（

」
拔
刷
に
は
孫
楷

第
の
署
名
が
あ
る
。
孫
楷
第
は
、
盧
溝
橋
事
件
後
、
訪
中
し
た
鹽
谷
か
ら
の
二
度

の
面
會
依
賴
も
斷
り
、
民
國
三
十
年
（
一
九
四
一
）
北
平
圖
書
館
が
日
本
軍
に
接

收
さ
れ
た
の
を
機
に
、
義
憤
か
ら
北
平
圖
書
館
を
辭
職
し
た
。

　

終
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
孫
楷
第
は
、
滿
洲
事
變
直
後
と
い
う
全
く
想
定
外
の
非
常
事

態
の
下
、「
學
界
は
政
界
軍
界
に
左
右
せ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
の
堅
い
決

心
の
下
に
、
長
澤
ら
日
本
人
の
支
援
を
受
け
て
調
査
を
敢
行
し
た
。
非
常
に
短
朞

閒
で
多
く
の
藏
書
先
を
回
り
稀
覯
書
を
閱
覽
、
膨
大
な
量
の
筆
錄
を
果
た
し
た
こ

と
に
は
驚
嘆
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
調
査
敢
行
を
支
え
た
の
は
、
孫
楷
第
の
純
粹
で

强
靱
な
探
究
心
と
、
日
中
の
硏
究
者
閒
で
さ
ま
ざ
ま
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
信
賴

關
係
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
狀
況
が
惡
化
の
一
途
を
辿
り
交
流
も
困
難
に

な
っ
て
い
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
書
目
の
出
版
自
體
奇
蹟
的
な
こ
と

で
、
小
說
硏
究
分
野
に
お
け
る
日
中
學
術
交
流
の
貴
重
な
成
果
物
の
一
つ
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　

中
華
人
民
共
和
國
成
立
後
、
孫
楷
第
は
主
に
社
會
科
學
院
に
在
籍
し
た
。
文
化

大
革
命
の
際
、
下
放
の
た
め
に
書
店
に
預
け
た
藏
書
が
そ
の
後
も
﨤
還
さ
れ
ず
、

一
九
八
六
年
失
意
の
ま
ま
北
京
で
亡
く
な
っ
た
。

　

現
在
、
東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
の
雙
紅
堂
文
庫
及
び
倉
石
文
庫
に
は
各
々

二
書
の
初
版
本
が
藏
さ
れ
て
お
り
、
倉
石
文
庫
二
書
に
は
孫
楷
第
の
獻
辭
を
、
雙

紅
堂
文
庫
本
に
は
長
澤
の
細
か
な
書
き
入
れ
を
今
も
見
る
こ
と
が
で
き
る（
（（
（

。

ま
れ
て
い
た
。
新
小
說
の
中
心
地
は
巨
大
な
近
代
都
市
上
海
に
移
っ
た
が
、
依
然

と
し
て
古
都
北
京
は
、他
都
市
と
一
線
を
畫
す
る
重
要
な
地
位
を
保
持
し
て
い
た
。

最
先
端
の
流
行
を
追
い
か
け
る
上
海
文
壇
に
對
し
、
北
京
學
界
は
、
淸
代
以
歬
の

白
話
小
說
史
と
い
う
上
海
文
壇
に
は
成
し
得
な
い
硏
究
に
よ
り
、
そ
の
存
在
意
義

を
示
そ
う
と
し
た
、
と
も
見
做
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

一
方
、
日
本
學
界
に
と
っ
て
は
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
多

樣
な
メ
デ
ィ
ア
も
影
印
本
も
な
か
っ
た
當
時
、
中
國
本
土
に
は
な
い
善
本
稀
覯
書

を
保
存
し
て
い
た
點
に
お
い
て
、
日
本
は
絕
對
的
優
位
性
を
保
持
し
て
い
た
。
特

に
、
硏
究
の
緖
に
就
い
た
ば
か
り
の
小
說
硏
究
分
野
で
は
、
そ
れ
が
著
し
く（

（（
（

、
二

書
が
日
本
の
優
位
性
を
更
に
顯
著
に
し
た
の
で
あ
る
。

　

長
澤
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
を
最
後
に
、
再
び
中
國
へ
渡
航
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た（
（（
（

。
た
だ
し
、『
通
俗
書
目
』
中
で
孫
楷
第
未
訪
問
の
千
葉
掬
香
、
蓬

左
文
庫
、
宇
治
山
田
神
社
、
米
澤
圖
書
館
、
佐
伯
文
庫
、
大
倉
集
古
館
の
藏
書
に

つ
い
て
は
、
長
澤
が
情
報
を
提
供
し
た
可
能
性
が
高
く（

（（
（

、
㊒
力
な
協
力
者
で
あ
り

續
け
た
。
長
澤
の
「
新
刊
批
評
中
國
通
俗
小
說
書
目
」（『
書
誌
學
』
第
一
卷
第
三
號
、

書
誌
學
社
、
一
九
三
三
年
五
⺼
）
は
以
下
の
文
で
結
ば
れ
る
。

舊
冬
來
、予
は
久
し
く
孫
氏
に
も
無
沙
汰
を
し
て
ゐ
る
。
親
友
惜
華（
筆
者
㊟
、

戲
曲
小
說
硏
究
者
の
傅
惜
華
を
い
う
）
に
も
便
り
を
し
な
い
。
…
…
本
書
に
接

し
て
、
孫
氏
が
一
昨
年
の
秋
、
幾
晚
か
、
あ
の
黑
い
鞄
を
か
ゝ
へ
て
訪
れ
て

く
れ
、
親
し
く
語
り
合
つ
て
夜
の
闌
け
る
の
も
知
ら
ず
に
ゐ
た
、
あ
の
頃
が

憶
ひ
出
さ
れ
て
な
ら
な
い
。
こ
の
兩
人
の
親
友
と
、
再
び
膝
を
交
へ
て
語
り

得
る
日
は
何
時
で
あ
ら
う
。
そ
れ
に
し
て
も
、
昨
夏
以
來
の
不
勉
强
で
、
兩

君
に
報
吿
す
べ
き
新
材
料
を
何
も
持
合
せ
ぬ
の
が
恥
づ
か
し
い
。

　

孫
楷
第
は
、
民
國
二
三
年
（
一
九
三
四
）
よ
り
東
方
文
化
事
業
の
『
續
修
四
庫

全
書
提
要
』
編
纂
に
も
携
わ
り
小
說
家
類
部
門
を
擔
當
し
た（
（（
（

。



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
八
一

以
下
「
晚
年
自
述
」
と
略
稱
）
及
び
子
息
孫
泰
來
氏
の
回
想
錄
「
我
的
父
親
孫
楷
第
」

（『
中
國
文
化
報
』
二
〇
一
二
年
六
⺼
二
九
日
版
第
七
面
揭
載
。
以
下
「
我
的
父
親
」

と
略
稱
）
を
用
い
る
。

（
６
）　

當
時
直
隸
提
學
使
と
な
っ
て
い
た
傅
增
湘
は
各
地
を
複
數
回
巡
視
し
て
い
た
。
稻

畑
畊
一
郞
「
傅
增
湘
と
避
暑
山
莊―

殘
さ
れ
た
『
日
記
』
と
『
詩
篇
』
と
『
寫
眞
』

か
ら
の
考
察
」（『
中
國
文
學
硏
究
』
第
三
九
朞
、
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇

一
三
年
）
參
照
。

（
７
）　

今
村
與
志
雄
編
『
橋
川
時
雄
の
詩
文
と
追
憶
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
及

び
高
田
時
雄
編
『
橋
川
時
雄　

民
國
朞
の
學
術
界
』（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
六
年
）

參
照
。
傅―

孫
の
關
係
に
つ
い
て
は
「
橋
川
時
雄
回
想
錄
［
そ
の
二
］
東
方
文
化
事

業
總
委
員
會
・
北
京
人
文
科
學
硏
究
所
の
こ
と
」（
歬
揭
『
橋
川
時
雄
の
詩
文
と
追
憶
』

所
收
。
以
下
「
橋
川
回
想
錄
」
と
略
稱
）
三
四
一
頁
參
照
。

（
８
）　
「
魯
迅
日
記
」（『
魯
迅
全
集
』
第
十
五
卷
、
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）

一
九
二
四
年
十
二
⺼
二
四
日
に
「
上
午
復
孫
楷
第
信
」
と
あ
る
。

（
９
）　

孫
楷
第「
寫
在『
滄
州
後
集
』出
版
之
後
」（『
書
品
』一
九
八
七
年
一
朞
、中
華
書
局
）

に
「
一
九
二
八
年
下
半
年
我
在
天
津
河
北
第
一
師
範
敎
書
」、「
一
九
二
九
年
我
在
中

國
大
辭
典
編
纂
處
工
作
」
と
あ
る
。

（
10
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
三
頁
。

（
11
）　

吉
川
幸
次
郞
「
中
國
の
文
學
革
命
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
第
十
六
卷
、
一
九
七

〇
年
。
一
九
四
七
年
講
演
原
稿
）
二
九
二
頁
參
照
。

（
12
）　
『
中
國
大
辭
典
編
纂
處
第
三
次
報
吿
書
』（
一
九
三
一
年
五
⺼
）
は
二
年
歬
の
『
第

一
次
報
吿
書
』（
未
見
）
を
引
用
し
「
此
係
大
辭
典
從
近
代
語
書
籍
中
蒐
集
詞
頭
之

先
鋒
的
工
作
。
…
…
編
成
書
目
提
要
…
…
是
亦
本
辭
典
副
產
物
之
重
要
者
」
と
記
す
。

（
13
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
三
頁
に
「
黎
錦
煕
先
生
是

編
纂
處
主
任
、
他
覺
得
小
說
戲
曲
方
面
的
詞
條
在
過
去
詞
書
上
很
少
列
入
、
基
本
上

是
個
空
白
。
而
我
在
這
方
面
是
㊒
基
礎
的
、就
讓
我
從
小
說
書
目
入
手
、先
輯
錄
『
中

　

㊟
（
１
）　
『
東
京
書
目
』
の
再
版
後
の
書
名
は
『
日
本
東
京
所
見
中
國
小
說
書
目
』（
上
雜
出

版
社
、
一
九
五
三
年
）、『
日
本
東
京
所
見
小
說
書
目
』（
人
民
文
學
出
版
社
、
一
九

五
八
年
）
と
な
り
、「
提
要
」
の
二
字
が
削
除
さ
れ
た
。
ま
た
、初
版
本
『
東
京
書
目
』、

『
通
俗
書
目
』
の
い
ず
れ
も
卷
末
の
出
版
年
記
載
に
問
題
が
あ
る
。『
東
京
書
目
』
に

は
中
華
民
國
二
一
年
（
一
九
三
一マ

マ

）、『
通
俗
書
目
』
に
は
中
華
民
國
二
二
年
（
一
九

三
二マ

マ

）
と
あ
る
。
民
國
二
一
年
は
西
曆
一
九
三
二
年
で
あ
り
、
一
致
し
な
い
。
事
實

は
民
國
曆
が
正
し
い
。

（
２
）　
『
東
京
書
目
』
收
錄
書
籍
點
數
は
以
下
の
通
り
。
內
閣
文
庫
（
65
）、
宮
內
省
圖
書

寮
（
11
）、
帝
國
圖
書
館
（
３
）、
東
京
帝
國
大
學
硏
究
所
（
４
）、
德
富
蘇
峰
成
簣

堂
文
庫
（
７
）、
歬
田
侯
𣝣
家
尊
經
閣
文
庫
（
６
）、
靜
嘉
堂
文
庫
（
１
）、
長
澤
規

榘
也
個
人
藏
（
５
）、神
山
閏
次
個
人
藏
（
２
）、文
求
堂
書
店
田
中
慶
太
郞
藏
（
４
）、

村
口
書
店
（
４
）。

（
３
）　

西
本
願
寺
第
二
二
代
門
主
大
谷
光
瑞
が
藏
書
を
寄
贈
し
た
も
の
。
現
在
、
大
連
圖

書
館
藏
。
大
塚
秀
高
「
大
連
圖
書
館
『
大
谷
本
』
稗
史
小
說
に
つ
い
て
」（『
中
國
古

典
小
說
硏
究
』
第
九
號
、
二
〇
〇
四
年
）
參
照
。

（
４
）　

稻
畑
畊
一
郞「
傅
增
湘
と
內
藤
湖
南―

新
發
見
の
書
函
數
通
か
ら
の
考
察
」（『
早

稻
田
大
學
大
學
院
文
學
硏
究
科
紀
要
』第
二
分
册
第
六
輯
、二
〇
一
五
年
二
⺼
）參
照
。

な
お
、
近
年
の
中
國
圈
で
の
硏
究
に
は
、
白
雲
「
孫
楷
第
的
日
本
訪
書
」（『
山
東
圖

書
館
學
刊
』
二
〇
一
五
年
〇
一
朞
、
山
東
圖
書
錧
學
刊
編
輯
部
）、
龔
敏
「
孫
楷
第

先
生
與
『
中
國
通
俗
小
說
書
目
』
的
編
纂
」（『
止
善
』
第
十
三
朞
、
朝
陽
科
技
大
學

通
識
敎
育
中
心
、
二
〇
一
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）　

初
版
、
再
版
閒
の
相
違
が
大
き
い
た
め
、
本
稿
で
は
、
當
時
の
狀
況
を
よ
り
反
映

し
た
初
版
本
を
基
礎
㊮
料
と
す
る
。
ま
た
孫
楷
第
の
晚
年
、
中
華
書
局
で
編
集
を
擔

當
し
た
黃
克
氏
に
よ
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
錄
「
建
立
科
學
的
中
國
小
說
史
學―

孫

楷
第
先
生
晚
年
「
自
述
」
及
其
他
」（『
文
學
遺
產
』
二
〇
〇
八
年
第
四
朞
、中
華
書
局
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
八
二

說
戲
曲
目
錄
五
種　

其
三 

日
本
現
存
中
國
小
說
戲
曲
目
」（
歬
揭
㊟
（
14
）『
馬
隅
卿

小
說
戲
曲
論
集
』）
で
あ
る
。

（
19
）　

周
作
人「
隅
卿
紀
念
」（
歬
揭
㊟（
14
）『
馬
隅
卿
小
說
戲
曲
論
集
』所
收
。
初
出
は『
苦

茶
隨
筆
』、北
新
書
局
、一
九
三
五
年
）五
五
一
頁
に「
隅
卿
于
二
十
年
秋
休
暇
徃
南
方
、

接
着
就
是
九
一
八
事
件
」と
記
し
、長
澤
規
榘
也「
新
刊
批
評　

中
國
通
俗
小
說
書
目
」

（『
書
誌
學
』
第
一
卷
第
三
號
、
書
誌
學
社
、
一
九
三
三
年
五
⺼
。
以
下
「
新
刊
批
評
」

と
略
稱
）
二
九
三
頁
に
も
「
馬
氏
は

ね
て
本
邦
に
訪
書
の
希

を
持
つ
て
ゐ
ら
れ
、

屢
予
に
も
話
さ
れ
た
。
一
昨
年
は
愈
之
を
實
行
し
、
孫
氏
も
隨
行
す
る
こ
と
に
な
つ

て
ゐ
た
が
、
夫
人
の
病
氣
で
、
馬
氏
は
中
止
せ
ら
れ
」
た
と
あ
る
。

（
20
）　

長
澤
規
榘
也
「
蓬
左
文
庫
觀
書
記
」（
歬
揭
㊟
（
14
）『
馬
隅
卿
小
說
戲
曲
論
集
』

所
收
。
一
九
二
六
年
記
）
一
一
九
頁
に
「
唐
土
所
佚
之
墳
典
、
徃
徃
存
於
吾
邦
。
歬

㊒
『
佚
存
叢
書
』、
後
㊒
『
古
逸
叢
書
』、『
經
籍
訪
古
志
』
夙
成
、
而
『
日
本
訪
書
志
』

亦
出
。
而
皆
未
及
於
戲
曲
小
說
也
。
而
禹
城
所
泯
之
書
、則
不
但
經
史
、至
戲
曲
小
說
、

殆
㊒
甚
焉
者
也
。
嗚
呼
、
繼
林
氏
、
黎
氏
之
業
、
而
成
一
叢
刻
、
又
效
森
氏
、
楊
氏

而
詳
考
解
題
者
、
果
在
何
人
邪
」
と
あ
り
、
長
澤
は
從
歬
よ
り
戲
曲
小
說
分
野
で
の

日
本
の
稀
覯
書
目
錄
作
成
を
朞
待
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

（
21
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
三
頁
に
は
「
至
於
路
費
、

則
由
北
圖
出
二
百
、編
纂
處
出
一
百
、傅
增
湘
先
生
贈
五
十
」
と
あ
る
。
孫
泰
來
「
我

的
父
親
」
は
中
國
大
辭
典
編
纂
處
か
ら
の
支
給
額
を
二
百
元
と
し
て
い
る
。

（
22
）　

長
澤
規
榘
也
「
中
華
民
國
書
林
一
瞥
補
正
」（『
長
澤
規
榘
也
著
作
集
』
第
六
卷
、

汲
古
書
院
、一
九
八
四
年
。
初
出
は
『
書
物
春
秋
』、一
九
三
二
年
）
の
文
末
に
「（
昭

和
六
年
）
九
⺼
六
日
長
安
丸
上
」
と
あ
る
。
長
安
丸
は
大
阪
商
船
の
高
速
デ
ィ
ー
ゼ

ル
船
で
あ
る
。

（
23
）　

大
阪
商
船
パ
ン
フ
レ
ッ
ト『
天
津
へ
』（
一
九
三
五
年
十
⺼
、靜
永
健
氏
藏
）及
び『
時

刻
表
復
刻
版
』
戰
歬
・
戰
中
編
二
（
日
本
交
通
公
社
出
版
事
業
局
、
一
九
九
九
年
）

に
よ
り
出
發
日
時
を
推
測
し
た
。
大
阪
商
船
及
び
近
海
郵
船
は
二
週
閒
に
三
便
（
と

國
小
說
書
目
』」
と
あ
る
。

（
14
）　

淸
代
蒙
古
貴
族
の
邸
宅
車
王
府
が
所
藏
し
た
大
量
な
戲
曲
や
曲
藝
等
の
手
抄
本

は
、
歷
史
的
に
も
貴
重
な
㊮
料
で
あ
る
。
郭
精
銳
他
編
『
車
王
府
曲
本
提
要
』（
中

山
大
學
出
版
社
、一
九
八
九
年
）、首
都
圖
書
館
編
輯
『
淸
蒙
古
車
王
府
藏
曲
本
』（
北

京
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）、
北
京
大
學
圖
書
館
編
『
不
登
大
雅
文
庫
珍
本
戲

曲
叢
刊
』
全
二
四
册
（
學
苑
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）、白
化
文
「
我
的
馬
氏
書
情
結
」

（
劉
倩
編
『
馬
隅
卿
小
說
戲
曲
論
集
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
六
年
）
參
照
。

（
15
）　

辛
島
驍
「
魯
迅
追
憶
」（『
桃
源
』
第
四
卷
第
三
號
、一
九
四
九
年
）
に
「（
魯
迅
に
）

最
初
に
會
つ
た
の
は
昭
和
元
年
（
一
九
二
六
年
）
の
夏
で
あ
つ
た
。
…
…
小
說
戲
曲

の
藏
書
家
と
し
て
聞
え
た
馬
遇マ

マ

卿
（
廉
）
氏
に
、
紹
介
し
て
も
ら
つ
た
の
も
、
そ
の

時
で
あ
つ
た
」
と
あ
り
、
歬
揭
㊟
（
８
）「
魯
迅
日
記
」
一
九
二
六
年
八
⺼
十
七
日

に
も
「
辛
島
驍
君
來
。
幷
送
盬
谷
節
山
所
贈
『
全
相
平
話
三
國
志
』
一
部
、岡
野
同
來
」

と
あ
る
。

（
16
）　

長
澤
規
榘
也
「
わ
が
蒐
書
の
歷
史
の
一
斑―

戲
曲
小
說
書
を
中
心
に
」（『
東
京

大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
所
藏
雙
紅
堂
文
庫
分
類
目
錄
』、
一
九
六
一
年
）
參
照
。
歬

揭
㊟
（
14
）『
馬
隅
卿
小
說
戲
曲
論
集
』
に
は
「
與
長
澤
規
榘
也
關
於
『
警
世
通
言
』

的
通
信　

附
『
蓬
左
文
庫
觀
書
記
』（
長
澤
規
榘
也
）」
な
ど
を
收
錄
す
る
。
長
澤
規

榘
也
「
馬
廉
氏
の
訃
」（『
書
誌
學
』
第
四
卷
四
號
、
書
誌
學
社
、
一
九
三
五
年
四
⺼
）

か
ら
も
二
人
の
親
し
か
っ
た
樣
子
が
窺
え
る
。

（
17
）　

吉
川
幸
次
郞
「『
雨
窗
欹
枕
集
』
と
私
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
第
十
六
卷
。
初

出
は
入
矢
義
高
譯
『
雨
窗
欹
枕
集
』、
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
）、
長
澤
規
榘
也
編
『
朙

淸
閒
繪
入
本
圖
錄
』（
汲
古
書
院
、
一
九
八
〇
年
）、
榮
新
江
他
輯
㊟
『
倉
石
武
四
郞

中
國
留
學
記
』（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
二
年
）
參
照
。『
朙
淸
閒
繪
入
本
圖
錄
』
は
倉

石
が
留
學
中
に
集
め
た
馬
廉
ら
の
藏
書
書
影
を
、
倉
石
の
沒
後
に
長
澤
が
刊
行
し
た
。

（
18
）　

橋
川
時
雄
主
編
『
文
字
同
盟
』
第
一
卷
（
汲
古
書
院
、
一
九
九
〇
年
覆
刻
）、『
長

澤
規
榘
也
著
作
集
』
第
五
卷
（
汲
古
書
院
、一
九
八
五
年
）
參
照
。
馬
廉
抄
本
は
「
小



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
八
三

（
33
）　

歬
揭
㊟
（
27
）
所
收
。
昭
和
六
年
九
⺼
二
二
日
起
草
、
同
二
三
日
發
送
。
一
連
の

㊮
料
は
首
た
る
申
請
者
と
し
て
謝
國
楨
の
名
を
記
す
。

（
34
）　

中
野
三
敏
「
長
澤
先
生
の
こ
と
」（『
師
恩―

忘
れ
得
ぬ
江
戶
文
藝
硏
究
者
』、

岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
。
初
出
は
『
書
誌
學
』
長
澤
規
榘
也
博
士
追
悼
號
、
一
九

八
一
年
）
に
は
、
長
澤
の
晚
年
も
衰
え
ぬ
迅
速
で
周
到
な
手
配
の
さ
ま
が
描
か
れ
て

い
る
。

（
35
）　

謝
國
楨
は
一
定
朞
閒
孫
楷
第
と
同
行
し
た
後
、
先
に
歸
國
し
た
と
思
わ
れ
る
。
謝

國
楨
『
晚
朙
史
籍
考
』（
國
立
北
平
圖
書
館
、
一
九
三
二
年
）
に
は
、
東
京
で
閱
讀

し
た
と
推
測
さ
れ
る
書
籍
六
點
が
收
錄
さ
れ
る
。
書
名
は
以
下
の
通
り
。『
皇
朙
四

朝
成
仁
錄
』『
東
林
朋
黨
錄
等
六
種
』（
以
上
靜
嘉
堂
文
庫
）、『
朙
遺
民
錄
』（
東
洋

文
庫
）、『
白
麓
藏
書
鄭
成
功
傳
』（
內
閣
文
庫
）、『
喁
蘭
紀
事
』（
宮
內
省
圖
書
寮
）、

『
皇
朙
中
興
聖
烈
傳
』（
內
閣
文
庫
及
び
長
澤
規
榘
也
）。

（
36
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
三
頁
に
「
一
切
都
是
由
熱

情
好
客
的
長
澤
先
生
安
排
的
。
他
帶
我
見
了
漢
學
專
家
盬
谷
溫
先
生
、
盬
谷
溫
先
生

對
我
那
篇
『
三
言
二
拍
源
流
考
』
的
文
章
備
加
贊
賞
。
我
還
結
識
了
東
洋
文
庫
的
幹

事
（
相
當
於
館
長
）
石
田
幹
之
助
先
生
和
硏
究
員
、東
洋
史
專
家
河マ

マ
（
和
）
田
淸
先
生
。

記
得
河
田
淸
先
生
一
見
面
就
稱
贊
說
、「
你
的
『
關
于
「
兒
女
英
雄
傳
」』
的
文
章
寫

得
很
不
錯
啊
！
」
隨
後
、
長
澤
先
生
帶
我
去
了
內
閣
文
庫
的
閱
覽
室
、
我
便
開
始
了

緊
張
的
抄
錄
各
種
中
國
小
說
版
本
的
工
作
」
と
あ
る
。

（
37
）　

鹽
谷
溫「
朙
代
の
通
俗
短
篇
小
說
」（『
改
造
』第
八
卷
第
八
號
、一
九
二
六
年
）は『
孔

德
⺼
刊
』
第
一
・
二
朞
（
一
九
二
七
年
）
に
馬
廉
譯
が
揭
載
さ
れ
た
。

（
38
）　

楊
樹
逹
『
積
微
翁
回
憶
錄　

積
微
居
詩
文
鈔
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、一
九
八
六
年
。

以
下
『
積
微
翁
回
憶
錄
』
と
略
稱
）
一
九
二
八
年
三
⺼
八
日
に
「
日
本
盬
谷
節
山
溫

博
士
率
彼
邦
高
等
學
校
敎
授
多
人
來
京
…
…
博
士
于
淸
末
留
學
長
沙
一
年
、
曾
屢
遇

之
」
と
あ
る
。

（
39
）　

歬
揭
㊟（
19
）長
澤
規
榘
也「
新
刊
批
評
」に
よ
る
。
商
務
印
書
館
理
事
長
張
元
濟（
字

も
に
⺼
・
木
・
土
曜
天
津
出
發
）
運
行
し
て
い
た
。

（
24
）　
『
國
立
北
平
圖
書
館
讀
書
⺼
刊
』
第
一
卷
八
朞
（
一
九
三
二
年
）
所
收
。
待
合
時

閒
に
友
人
張
竹
賢
（
未
詳
）
と
附
近
の
⻝
堂
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

（
25
）　
「
北
」
京
か
ら
來
た
孫
楷
第
に
と
っ
て
こ
の
日
本
の
首
都
の
地
名
は
一
寸
愉
快
な

氣
持
ち
に
さ
せ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
念
願
の
渡
日
が
實
現
し
た
て
の
第
一
日
目
の
昂

揚
し
た
彼
の
心
中
が
垣
閒
見
ら
れ
る
。

（
26
）　

歬
揭
㊟
（
23
）『
時
刻
表
復
刻
版
』
に
よ
り
推
定
。
九
⺼
十
四
日
午
歬
天
津
を
出
發
、

十
八
日
午
歬
八
時
神
戶
着
。
東
京
行
寢
臺
急
行
は
、
神
戶
午
後
八
時
三
分
發
東
京
翌

朝
八
時
三
十
分
着
、
午
後
九
時
二
七
分
發
同
十
時
〇
分
着
の
二
本
が
あ
る
。

（
27
）　
「
北
平
圖
書
館
員
謝
國
楨
正
倉
院
宮
內
省
圖
書
寮
及
內
閣
文
庫
參
觀 

昭
和
六
年
九

⺼
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015841900

）
所
收
の

駐
日
留
學
生
監
督
處
公
函
第
二
〇
二
號
（
九
⺼
十
日
起
草
）
に
「
謝
國
楨
…
…
今
般

北
平
圖
書
館
ヨ
リ
留
學
シ
テ
圖
書
ヲ
採
訪
ス
ル
樣
派
遣
サ
レ
來
リ
目
下
奈
良
正
倉
院

ニ
至
リ
テ
參
觀
」
と
あ
る
。

（
28
）　

歬
揭
㊟
（
４
）
稻
畑
論
文
參
照
。

（
29
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
三
頁
參
照
。
舊
牛
込
區
內

の
孫
文
滯
在
地
に
つ
い
て
は
陳
錫
祺
主
編
『
孫
中
山
年
譜
長
編
』（
中
華
書
局
、
一

九
九
一
年
）
及
び
『
東
京
朝
日
新
聞
』
一
九
二
九
年
十
一
⺼
七
日
（
七
頁
）・
同
八

日
（
十
一
頁
）
參
照
。
早
稻
田
鶴
卷
町
、
高
陽
館
（
揚
場
町
）、
新
小
川
町
な
ど
複

數
が
想
定
さ
れ
る
。

（
30
）　

實
藤
惠
秀
『
中
國
人
日
本
留
學
史
稿
』（
日
華
學
會
、
一
九
三
九
年
）
第
九
章
第

四
節
「
滿
洲
事
變
と
留
日
學
生
」
參
照
。

（
31
）　

例
え
ば
慶
應
義
塾
の
福
澤
諭
吉
が
、
戊
辰
戰
爭
中
の
朙
治
元
年
（
一
八
六
八
）
舊

曆
五
⺼
十
五
日
、
上
野
で
激
し
い
礮
擊
が
行
わ
れ
る
中
、
平
然
と
經
濟
學
の
講
義
を

續
け
た
こ
と
な
ど
が
想
起
さ
れ
る
。

（
32
）　

歬
揭
㊟
（
19
）
長
澤
規
榘
也
「
新
刊
批
評
」
二
九
三
頁
參
照
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
八
四

菊
生
）
は
一
九
二
八
年
に
來
日
、
歸
國
後
は
長
澤
、
田
中
ら
と
連
携
し
『
續
古
逸
叢

書
』
な
ど
日
本
に
殘
る
善
本
を
出
版
し
た
。『
張
元
濟
全
集
』
第
十
卷
（
商
務
印
書
館
、

二
〇
一
〇
年
）
參
照
。

（
40
）　

長
澤
規
榘
也
「
收
書
遍
歷
十
三
」（
歬
揭
㊟
（
22
）『
長
澤
規
榘
也
著
作
集
』
第
六

卷
所
收
。
初
出
は
『
大
安
』
第
十
二
卷
第
五
輯
、
一
九
六
六
年
）
に
よ
る
。

（
41
）　

傅
增
湘
に
つ
い
て
は
歬
揭
㊟
（
４
）
參
照
。
歬
揭
㊟
（
38
）
楊
樹
逹
『
積
微
翁
回

憶
錄
』、
張
元
濟
「
東
瀛
訪
書
記
事
詩
」（『
張
元
濟
全
集
』
第
四
卷
、
商
務
印
書
館
、

二
〇
〇
八
年
）、
董
康
『
書
舶
庸
譚
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
）
參
照
。

（
42
）　

長
澤
が
村
口
半
次
郞
と
馴
染
み
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
長
澤
規
榘
也
「
思
い
出
す

人
々
」（
歬
揭
㊟
（
22
）『
長
澤
規
榘
也
著
作
集
』
第
六
卷
所
收
。
初
出
は
『
日
本
古

書
通
信
』
第
三
九
卷
第
五
號
、
一
九
七
四
年
）
三
二
八
頁
か
ら
窺
わ
れ
、
歬
揭
㊟

（
16
）
長
澤
規
榘
也
「
わ
が
蒐
書
の
歷
史
の
一
斑
」
に
村
口
書
店
の
顧
客
と
し
て
神

山
の
名
が
見
え
る
（
但
し
長
澤
は
「
神
山
潤マ

治マ

」
と
作
る
）。

（
43
）　

書
名
は
以
下
の
通
り
。
卷
一『
新
雕
大
唐
三
藏
法
師
取
經
記
』（
成
簣
堂
）、卷
二『
警

世
奇
觀
』（
長
澤
）、
卷
三
『
皇
朙
中
興
聖
烈
傳
』（
長
澤
）、
卷
四
『
汪
澹
漪
評
古
本

西
遊
證
衟
書
』（
內
閣
）、
卷
六
『
新
刻
鍾
情
麗
集
』（
成
簣
堂
）、
同
卷
『
風
流
十
傳
』

（
長
澤
）。

（
44
）　

川
瀨
一
馬
「
經
籍
訪
古
志
の
成
立―

特
に
初
稿
本
以
歬
に
つ
い
て―

」（『
神

田
博
士
還
曆
記
念
書
誌
學
論
集
』、
平
凢
社
、
一
九
五
七
年
）
二
二
頁
に
引
く
狩
谷

棭
齋
編
「
求
古
樓
展
觀
書
目
」
第
一
（
文
化
十
二
年
、
一
八
一
五
。
筆
者
未
見
）
及

び
澁
江
抽
齋
・
森
立
之
撰
『
經
籍
訪
古
志
』
八
卷
（
安
政
三
年
、
一
八
五
六
）
に
匡

郭
計
測
記
錄
が
あ
る
。

（
45
）　

中
山
久
四
郞
「
文
求
堂
を
頌
へ
る
」（『
日
本
古
書
通
信
』
第
一
一
九
號
、
日
本
古

書
通
信
社
、
一
九
五
四
年
三
⺼
）
參
照
。

（
46
）　

田
中
壯
吉
編
『「
文
求
堂
」
主
人
田
中
慶
太
郞―

日
中
友
好
的
先
驅
者
』（
極
東
物

產
、一
九
八
七
年
）、反
町
茂
雄
『
反
町
茂
雄
文
集　

下
』（
八
木
書
店
、一
九
九
三
年
）

參
照
。
歬
揭
㊟
（
41
）
董
康
『
書
舶
庸
譚
』
卷
三
、
一
九
二
七
年
三
⺼
十
五
日
に
は

「
偕
田
中
訪
歬
田
侯
邸
之
永
山
。
出
宋
槧
數
種
」
と
あ
る
。「
永
山
」
は
尊
經
閣
文
庫

初
代
編
輯
方
の
永
山
近
彰
。
ま
た
、
歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」

參
照
。
こ
の
ほ
か
初
版
本
『
東
京
書
目
』
卷
三
朙
淸
部
『
三
國
志
演
義
』
二
四
卷
二

四
十
則
に
は
「
田
中
氏
此
書
購
自
北
平
來
薰
閣
主
人
、
自
言
以
百
五
十
元
華
弊
得
之
、

實
爲
異
數
。
方
氏
爲
余
言
此
事
時
、
稱
心
愉
快
、
形
於
詞
色
。
﨤
國
後
、
以
詰
來
薰

閣
主
人
陳
濟
川
君
、
乃
亦
淡
然
、
若
不
復
措
意
者
。
斯
亦
書
林
之
淸
話
、
可
㊮
談
劇

者
也
」
と
あ
る
（
再
版
本
削
除
）。
歸
國
閒
も
な
い
孫
楷
第
の
血
氣
盛
ん
な
息
遣
い

が
感
じ
ら
れ
る
。
來
薰
閣
は
琉
璃
廠
に
あ
っ
た
新
興
の
古
書
肆
で
、
主
人
陳
杭
（
字

濟
川
）
は
吉
川
幸
次
郞
は
じ
め
多
く
の
日
本
人
留
學
生
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

（
47
）　

初
版
本
『
東
京
書
目
』
孫
楷
第
序
に
「
居
東
京
⺼
餘
、
…
…
所
藏
小
說
部
分
、
皆

次
第
閱
過
。
以
歸
心
甚
急
、
乃
罷
京
都
之
行
、
迂
衟
大
連
﨤
平
」
と
あ
る
。

（
48
）　

歬
揭
㊟
（
５
）
黃
克
記
錄
孫
楷
第
「
晚
年
自
述
」
一
五
四
頁
に
「
我
取
衟
門
市マ

マ

（

馬
關
）、
轉
乘
輪
船
、
回
到
了
大
連
」
と
あ
る
。

（
49
）　

辛
島
驍
は
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
滿
鐵
大
連
圖
書
館
を
訪
問
、「
滿
鐵
大
連

圖
書
館
大
谷
本
小
說
戲
曲
類
目
錄
上
・
中
・
下
」（『
斯
文
』
第
九
編
第
三
・
四
・
六
號
、

一
九
二
七
年
）
を
發
表
し
て
お
り
、
松
崎
と
の
關
わ
り
が
窺
わ
れ
る
。
長
澤
規
榘
也

「『
三
言
』『
二
拍
』
に
つ
い
て
㈠
」（『
斯
文
』
第
十
編
第
九
號
、
一
九
二
八
年
）
冐

頭
の
謝
辭
に
松
崎
の
名
を
擧
げ
、「
松
崎
鶴
雄
氏
の
好
意
に
よ
り
て
影
片
若
干
を
得
」

た
と
す
る
（
二
四
頁
）。
更
に
「『
三
言
』『
二
拍
』
に
つ
い
て
㈡
」（『
斯
文
』
第
十

一
編
第
五
號
、
一
九
二
九
年
）
二
二
頁
に
具
體
的
提
供
箇
所
の
說
朙
が
あ
る
。

（
50
）　

歬
揭
㊟
（
38
）
楊
樹
逹
『
積
微
翁
回
憶
錄
』
一
九
二
八
年
同
⺼
十
日
に
「
師
門
遭

難
後
、
同
門
松
崎
柔
甫
曾
以
此
文
油
印
分
佈
、
署
余
名
」
と
あ
る
。
ま
た
松
崎
鶴
雄

「
湖
南
の
博
學
葉
德
輝
」（『
柔
父
隨
筆
』、
座
右
寶
刊
行
會
、
一
九
四
三
年
）
に
は
、

葉
德
輝
の
門
人
、
友
人
、
日
本
人
訪
問
者
名
が
記
さ
れ
、
當
時
の
交
流
關
係
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
八
五

（
51
）　

松
崎
鶴
雄
「
擁
爐
瑣
言　

大
連
圖
書
館
と
北
京
學
者
の
聯
絡
」（
歬
揭
㊟
（
50
）『
柔

父
隨
筆
』
所
收
）
に
「
北
平
の
孔
德
學
校
敎
授
馬
廉
氏
は
、
態
々
大
連
圖
書
館
に
警

世
通
言
を
見
に
來
た
。
…
…
其
の
後
北
海
圖
書
館
や
其
の
他
の
學
者
と
も
藏
書
を
互

に
交
換
補
充
す
る
や
う
に
溫
か
い
聯
鎻
が
大
連
圖
書
館
と
結
ば
れ
て
來
た
」
と
あ
る
。

「
大
連
滿
鐵
圖
書
館
所
藏
中
國
小
說
戲
曲
目
錄
」（『
圖
書
館
學
季
刊
』第
二
卷
第
四
朞
、

中
華
圖
書
館
協
會
、
一
九
二
八
年
十
二
⺼
）
冐
頭
に
「
十
六
年
四
⺼
、
因
事
南
下
。

過
大
連
時
、
於
二
十
五
日
上
午
參
觀
日
人
建
設
之
滿
鐵
圖
書
館
」
と
あ
る
。

（
52
）　

松
崎
鶴
雄『
吳
風
楚
⺼　

中
國
の
回
想
』（
出
版
科
學
總
合
硏
究
所
、一
九
八
〇
年
）。

（
53
）　

杉
村
勈
造
「
柔
父
先
生
略
傳
」（
歬
揭
㊟
（
52
）
所
收
）、
伊
藤
漱
平
「
大
連
圖
書

館
藏
『
大
谷
本
』
の
來
歷
お
よ
び
そ
の
現
狀
（
上
・
中
）」（『
伊
藤
漱
平
著
作
集
』

第
四
卷
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
九
年
所
收
。
初
出
は
古
典
硏
究
會
『
汲
古
』
第
九
・

十
號
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
）、
柴
田
淸
繼
「
漢
學
者
松
崎
鶴
雄 

そ
の
民
國
文

人
と
の
文
化
交
流―

大
連
在
住
朞
を
中
心
に
」（『
日
本
語
日
本
文
學
論
叢
』
第
六

號
、
二
〇
一
一
年
）
を
參
照
。

（
54
）　

初
版
本
『
大
連
書
目
』
孫
楷
第
序
に
「
該
館
閱
覽
時
閒
、
自
上
午
九
時
起
、
至
下

午
九
時
以
後
、
猶
許
留
止
。
如
此
辨
法
、
乃
大
惠
於
余
。
每
日
晨
九
時
入
館
、
至
十

時
步
行
回
寓
。
凢
五
日
閱
訖
。
在
此
一
日
工
作
、
幾
等
於
在
東
京
乃
二
日
也
」
と
、

初
版
本
『
東
京
書
目
』
孫
楷
第
序
に
は
「
抵
塘
沽
之
夕
、
爲
十
一
⺼
十
五
日
、
時
則

津
變
猶
未
已
也
。」
と
あ
る
。
天
津
事
件
に
つ
い
て
歬
揭
㊟
（
４
）
稻
畑
論
文
・
㊟

（
39
）
に
言
及
が
あ
る
。
ま
た
、
歬
揭
㊟
（
38
）
楊
樹
逹
『
積
微
翁
回
憶
錄
』
同
年

十
一
⺼
二
十
日
に
「
孫
子
書
從
日
本
歸
、
來
謁
、
贈
韻
鏡
一
本
、
絨
書
夾
一
枚
」
と

あ
る
。

（
55
）　
「
學
問
の
思
い
出―

橋
川
時
雄
先
生
を
圍
ん
で
」（『
東
方
學
』
第
三
十
五
輯
、

一
九
六
八
年
）
二
二
五
～
二
二
六
頁
及
び
橋
川
時
雄
「
天
津
、
濟
南
及
長
江
地
方
學

術
視
察
報
吿
書
」（
歬
揭
㊟
（
７
）『
橋
川
時
雄　

民
國
朞
の
學
術
界
』）
五
五
頁
參
照
。

な
お
當
時
の
社
會
情
勢
に
つ
い
て
は
、
さ
ね
と
う
け
い
し
ゅ
う
（
實
藤
惠
秀
）『
中

國
人
日
本
留
學
史
』（
く
ろ
し
お
出
版
、
一
九
六
〇
年
）、
張
競
、
村
田
雄
二
郞
編
『
敵

か
友
か
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
六
年
）
參
照
。

（
56
）　

孫
楷
第
論
文
は
『
滄
州
後
集
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
）
に
再
錄
。
ま
た
『
胡

㊜
日
記
全
集
』（
聯
經
出
版
事
業
、
二
〇
〇
四
年
）
同
年
十
⺼
八
日
に
も
「
孫
楷
第
、

馬
□マ

□マ

君
來
」と
あ
り
、二
人
の
交
流
が
窺
わ
れ
る
。
但
し
、歬
揭
㊟（
５
）孫
泰
來「
我

的
父
親
」
は
胡
㊜
と
の
交
際
開
始
時
朞
を
一
九
二
九
年
と
す
る
。

（
57
）　

鄭
振
鐸
は
『
通
俗
書
目
』
に
寄
せ
た
序
文
で
、訪
ね
て
來
た
孫
楷
第
の
樣
子
を
「
其

熱
忱
㊒
如
一
位
中
世
紀
的
傳
導
士
、
㊒
如
最
好
奇
的
朙
淸
藏
書
家
們
傳
錄
着
罕
見
的

祕
籍
」
と
記
す
。
ま
た
訪
書
地
を
限
定
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
點
に
觸
れ
、
孫
楷
第

の
今
後
の
訪
書
地
擴
大
へ
の
朞
待
を
述
べ
た
。

（
58
）　

四
册
、
樸
社
出
版
部
、
一
九
三
二
年
十
二
⺼
刊
。

（
59
）　

吉
川
幸
次
郞
「
Ｃ
敎
授
」（『
吉
川
幸
次
郞
全
集
』
第
十
六
卷
）、
目
加
田
誠
「
錢

稻
孫
先
生
の
こ
と
」（『
目
加
田
誠
著
作
集
』 

第
八
卷
、
龍
溪
書
舍
、
一
九
八
六
年
）、

鄒
雙
雙
『「
文
化
漢
奸
」
と
呼
ば
れ
た
男―

萬
葉
集
を
譯
し
た
錢
稻
孫
の
生
涯
』（
東

方
書
店
、
二
〇
一
四
年
）「
第
一
部
第
三
章
北
京
に
い
た
日
本
人
と
の
交
遊
」
參
照
。

（
60
）　

倉
石
武
四
郞
「
北
京
各
大
學
の
旁
聽
」（『
中
國
語
五
十
年
』、
岩
波
書
店
、
一
九

七
三
年
）、「
述
學
齋
日
記
」
六
⺼
四
～
十
四
日
（
歬
揭
㊟
（
17
）『
倉
石
武
四
郞
中

國
留
學
記
』
所
收
）
參
照
。
歬
揭
㊟
（
38
）
楊
樹
逹
『
積
微
翁
回
憶
錄
』
一
九
二
九

年
七
⺼
六
日
に
は
「
日
本
倉
石
武
四
郞
來
訪
。
此
君
頭
腦
朙
晰
、又
極
好
學
、可
畏
也
」

と
あ
る
。

（
61
）　

原
文
は
以
下
の
通
り
。「
至
日
本
訓
譯
中
國
小
說
、
日
本
靑
木
正
兒
先
生
先
以
所

撰
支
那
文
學
一
文
見
示
、
其
下
篇
江
戶
朞
俗
文
學
影
響
一
章
、
記
述
最
詳
。
因
所
載

書
十
之
八
九
未
得
目
覩
、
不
敢
私
行
輾
轉
摘
錄
、
致
㊒
毫
釐
千
里
之
誤
。
遂
函
友
人

倉
石
先
生
請
代
撰
一

目
、
旋

以
手
寫
稿
寄
來
、
目
中
記
板
本
甚
詳
、
體
例
亦
至

朙
晰
。
今
不
敢
掠
美
、
仍
於
篇
中
存
作
者
姓
名
、
作
爲
附
錄
之
一
種
」。

（
62
）　

或
い
は
倉
石
が
事
歬
に
作
成
し
て
い
た
㊮
料
を
提
供
し
た
可
能
性
も
あ
る
。



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
九
集

二
八
六

（
63
）　

初
版
本
「
中
國
通
俗
小
說
書
目
凢
例　

十
一
」
に
「
叉マ

マ

本
書
所
附
西
譯
中
國
小
說

略
目
、
經
德
國
西
門
先
生
勘
定
再
三
、
益
臻
完
密
」
と
あ
る
。
榎
一
雄
「
サ
イ
モ

ン
敎
授
千
古
」（『
東
洋
學
報
』
第
六
十
三
號
、
一
九
八
二
年
）、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

國
立
圖
書
館
シ
モ
ン
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
項
目https://w

w
w
.nla.gov.au/selected-

library-collections/sim
on-collection

（
最
終
ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
六
年
一
⺼

十
四
日
）
參
照
。

（
64
）　

阿
部
洋
『「
對
支
文
化
事
業
」
の
硏
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）「
補
論　

ア
メ
リ
カ
の
對
華
文
化
事
業
」
參
照
。『
國
立
北
平
圖
書
館
館
務
報
吿
』（
一
九
三
一

年
）
所
收
「
收
支
對
照
總
表
」
で
は
、收
入
總
額
の
う
ち
米
國
基
金
會
據
出
金
が
九
八
・

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
。
更
に
本
㊮
料
よ
り
『
東
京
書
目
』
の
初
版
出
版
部
數
が

一
千
部
と
わ
か
る
。
ま
た
『
中
國
大
辭
典
編
纂
處
第
三
次
報
吿
書
』（
一
九
三
一
年
）

所
收
「
董
事
會
董
事
表
」
で
は
、
趙
元
任
（
ア
メ
リ
カ
）、
蕭
瑜
（
フ
ラ
ン
ス
）
を

各
國
基
金
會
所
屬
と
記
す
。

（
65
）　
『
胡
㊜
論
學
近
著
』
第
一
集
（
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
年
）
卷
三
再
錄
。『
胡
㊜

全
集
』第
四
卷（
安
徽
敎
育
出
版
社
、二
〇
〇
三
年
）に
も
收
錄
さ
れ
る
。
歬
揭
㊟（
４
）

稻
畑
論
文
・
㊟
（
41
）
に
「
古
典
白
話
小
說
硏
究
の
草
創
朞
の
熱
氣
が
彷
彿
と
さ
れ
、

學
術
史
的
に
も
重
要
な
文
章
で
あ
る
」
と
の
評
が
あ
る
。

（
66
）　

加
藤
國
安
「
中
國
社
會
科
學
院
藏
靑
木
正
兒
書

に
つ
い
て―

胡
㊜
と
の
徃
復

書

」（
名
古
屋
大
學
文
學
部
硏
究
論
集
文
學
第
五
五
號
、二
〇
〇
九
年
）
一
三
五
頁
、

名
古
屋
大
學
附
屬
圖
書
館
カ
タ
ロ
グ
『「
遊
心
」
の
祝
福―

中
國
文
學
者
・
靑
木

正
兒
の
世
界
』（
二
〇
〇
七
年
）
二
〇
～
二
二
頁
參
照
。

（
67
）　

靑
木
正
兒
「
支
那
文
學
硏
究
に
於
け
る
邦
人
の
立
場
」（『
靑
木
正
兒
全
集
』
第
七

卷
、
春
秋
社
、
一
九
七
〇
年
。
初
出
は
『
東
京
帝
大
新
聞
』、
一
九
三
七
年
六
⺼
）

は
昭
和
初
朞
ま
で
の
學
界
狀
況
評
で
參
考
に
な
る
。
靑
木
は
「
未
開
の
分
野
を
拓
い

た
も
の
は
戲
曲
小
說
等
通
俗
文
學
の
評
價
を
高
め
た
こ
と
で
あ
つ
た
。
其
等
は
固
よ

り
歐
洲
文
化
の
影
響
に
因
る
も
の
で
あ
る
が
、
支
那
の
學
界
に
先
ん
じ
て
覺
醒
し
、

而
し
て
歐
洲
の
支
那
學
者
よ
り
も
㊒
力
な
立
場
に
在
つ
た
の
で
あ
る
」と
述
べ
る（
四

六
頁
）。

（
68
）　

歬
揭
㊟
（
40
）
長
澤
規
榘
也
「
收
書
遍
歷
十
三
」
二
七
六
頁
に
「
六
年
の
夏
に
は

…
…
下
士
官
を
、
京
奉
線
の
車
內
で
た
し
な
め
て
、
隊
長
副
官
を
あ
や
ま
ら
せ
た
り

し
…
…
軍
部
が
の
さ
ば
る
民
國
へ
は
出
か
け
よ
う
と
は
し
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
」

と
あ
る
。

（
69
）　

歬
揭
㊟
（
19
）
長
澤
規
榘
也
「
新
刊
批
評
」
二
九
三
頁
に
「
予
も
及
ば
ず
乍
ら
、

孫
氏
未
見
の
書
物
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
材
料
を
提
供
し
得
た
」
と
あ
る
。
歬
揭
㊟

（
16
）長
澤
規
榘
也「
わ
が
蒐
書
の
歷
史
の
一
斑
」で
千
葉
掬
香
藏
書
が
昭
和
七
年（
一

九
三
二
）散
逸
し
た
と
し
、「
予
は
數
度
縱
覽
し
た
」と
あ
る
。
長
澤
は
大
正
十
五
年（
一

九
二
六
）
蓬
左
文
庫
で
『
警
世
通
言
』
等
を
調
査
し
た
。
服
部
宇
之
吉
編
刊
『
佚
存

書
目
』（
一
九
三
三
年
。『
長
澤
規
榘
也
著
作
集
』
第
九
卷
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
五

年
再
錄
）
の
「
坿
載
三
」（
朙
淸
の
戲
曲
小
說
類
書
目
）
に
は
、
宇
治
山
田
神
社
（
神

宮
文
庫
）、
米
澤
圖
書
館
、
大
倉
集
古
館
の
藏
書
が
記
載
さ
れ
る
。

（
70
）　

大
塚
秀
高
「
孫
楷
第
の
提
要
」（『
き
ま
ぐ
れ
硏
究
動
態
』
八
、
一
九
九
一
年
）、

山
根
幸
夫
『
東
方
文
化
事
業
の
歷
史―

昭
和
歬
朞
に
お
け
る
日
中
文
化
交
流
』（
汲

古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
四
九
頁
、「
顧
震
福
、
劉
盼
遂
、
王
重
氏マ

マ

（
民
）、
孫
楷
弟
、

周
叔
迦
ニ
編
纂
囑
託
ノ
件　

昭
和
九
年
二
⺼
」（
外
務
省
外
交
史
料
館
㊮
料
、
レ
フ

ァ
レ
ン
ス
コ
ー
ドB05015913200

）
參
照
。

（
71
）　

小
川
環
樹
「
留
學
の
追
憶
」（『
小
川
環
樹
著
作
集
』
第
五
卷
、
筑
摩
書
房
、
一
九

九
七
年
。
初
出
は
『
飇
風
』
第
十
八
號
、
一
九
七
六
年
）
四
三
八
頁
に
は
「
孫
楷
第

ね
…
…
そ
れ
は
と
て
も
氣
の
い
い
人
で
ね
、
何
で
も
敎
え
て
く
れ
た
」
と
あ
る
。
目

加
田
誠
「
☃
心
庵
隨
想　

北
京
今
昔
そ
の
一
」（『
春
芲
秋
⺼
』、
時
事
通
信
社
、
一

九
九
二
年
）
二
五
頁
に
は
「
小
說
史
硏
究
の
孫
楷
第
氏
と
は
特
に
親
し
く
な
っ
た
。

彼
は
硏
究
室
の
本
棚
の
閒
に
木
箱
を
二
つ
置
き
、
そ
の
上
に
板
を
渡
し
て
蒲
團
を
旉

い
て
寢
泊
ま
り
し
て
、
猛
烈
に
勉
强
し
て
い
た
」
と
記
す
。
工
藤
篁
「
孫
楷
第
『
述



孫
楷
第
の
中
國
小
說
書
目
編
纂
と
日
中
の
學
術
交
流

二
八
七

也
是
園
舊
藏
古
今
雜
劇
』」（『
一
橋
論
叢
』
第
九
卷
第
三
號
、
一
九
四
二
年
）
の
冐

頭
に
は
「
昭
和
十
三
年
の
夏
戰
火
未
だ
熄
ま
ざ
る
北
京
に
て
、
著
者
孫
楷
第
氏
と
久

闊
を
敍
し
歡
談
に
時
を
移
し
た
」
と
あ
る
。

（
72
）　

目
加
田
誠
の
北
京
留
學
中
（
一
九
三
三
～
三
五
年
）
の
日
記
。
到
着
直
後
の
一
九

三
三
年
十
⺼
二
十
五
日
に
「
中
國
辭
典
編
纂
所
（
府
右
街
）
に
孫
楷
第
氏
を
訪
ふ
。

鹽
谷
先
生
よ
り
依
賴
せ
ら
れ
し
こ
と
を
傳
へ
た
り
。
氏
は
甚
だ
神
經
質
に
し
て
氣
む

つ
か
し
き
人
物
な
り
」
と
あ
り
、
以
降
、
複
數
回
の
徃
來
記
錄
が
あ
る
。

（
73
）　
『
圖
書
館
學
季
刊
』
第
三
・
四
合
朞
（
中
華
圖
書
館
協
會
、
一
九
三
五
年
十
二
⺼
）

所
收
。

（
74
）　

東
京
大
學
東
洋
文
化
硏
究
所
倉
石
文
庫
所
藏
『
東
京
書
目
』、『
通
俗
書
目
』、
同

所
「
雙
紅
堂
文
庫
」
全
文
影
像
㊮
料
庫http://hong.ioc.u-tokyo.ac.jp

（
最
終

ア
ク
セ
ス
日
二
〇
一
六
年
一
⺼
十
四
日
）
參
照
。




